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展と吉尾弘さん」の小項目を追加
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機関会議・集会　　　
全国基金担当者会議　6 月 20 日～ 21 日
労山創立 60 周年記念行事　6 月 21 日（東京・神田明神ホール他）
全国遭難対策担当者会議　7 月 4 日～ 5 日
全国女性担当者会議　9 月 5 日～ 6 日

行事・集会
全国自然保護講座　7 月 11 日～ 12 日※場所調整中
若手クライミング講習会　10 月 3 日～ 4 日（長野県・小川山）
全国登山学校担当者交流会　11 月 7 日～ 8 日（三重県・御在所山）
全国ハイキング交流集会　9 月 12 日～ 13 日（関東地方）
全国自然保護集会　11 月 14 日～ 15 日※場所調整中

国際会議・集会
アジア山岳連盟理事国会議　6 月 19 日（東京・お茶の水セントヒルズホテル）
アジア山岳連盟年次総会　10 月（中国・香港） 

友好山岳団体との共同の集会・会議等
全国山岳遭難対策協議会　※日程・場所未定　　　　　　 　　　 　 
第 5 回「山の日」記念全国大会　8 月 10 日～ 11 日（大分県・九重町）

※ 3 月以降分。括弧内は場所で、空欄の場合は東京・全国連盟事務所。

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

全
国
的
な
規
模
の
集
会
・
会
議
予
定
（
２
０
２
０
年
度
）



メコノプシス・プレウロギナ　
四川省、羊拱山峠　標高 4300m

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─四川省編⑥─

　

四
姑
娘
山
か
ら
１
３
０
㎞
北
に
あ
る
羊
拱
山（
ヤ

ン
ゴ
シ
ャ
ン
、
標
高
４
４
６
０
ｍ
）
へ
向
か
う
。

羊
拱
山
は
揚
子
江
支
流
、
大
渡
河
と
岷
江
の
分
水

嶺
と
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
で
は
３
種
類
の
青
い
ケ

シ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
以
前
に
紹
介

し
た
赤
い
花
を
つ
け
る
Ｍ
・
プ
ニ
ケ
ア
。
残
り
は

今
回
紹
介
す
る
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
プ
レ
ウ
ロ
ギ
ナ

と
Ｍ
・
ヒ
ス
ピ
ー
ダ
。
私
が
訪
れ
た
２
０
１
３
年

は
ど
ち
ら
も
Ｍ
・
バ
ル
ビ
セ
タ
と
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
バ
ル
ビ
セ
タ
原
採
取
地
の
年
保
玉　

の

種
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
２
０
１
９
年
１２
月
新

種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
３
種
は
よ

く
似
て
い
て
専
門
家
で
な
い
限
り
違
い
は
分
か
り

づ
ら
い
。

　

私
た
ち
の
車
が
峠
に
近
づ
く
と
、
峠
の
上
で
、

チ
ベ
ッ
ト
族
の
人
々
が
タ
ル
チ
ョ
を
立
て
、
野
外

宴
会
の
よ
う
な
も
の
を
開
い
て
い
た
。
酒
も
入
っ

て
い
て
大
声
で
何
か
を
歌
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
漢

族
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
恐
れ
て
そ
れ
以
上
車
を
進
め

な
い
。
仕
方
が
な
い
の
で
、
峠
ま
で
歩
い
て
登
り
、

花
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後
で
聞
く
と
、
ヤ
ー

ス
ー
（
夏
供
養
）
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
族
の
祭
で
、

人
間
に
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
山
の
神
に
祈
る
行

事
だ
と
い
う
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
前
年
の
旧
正
月
に

発
生
し
た
チ
ベ
ッ
ト
族
と
公
安
と
の
衝
突
の
報
復

を
恐
れ
た
よ
う
だ
。
チ
ベ
ッ
ト
族
に
対
す
る
漢
族

の
微
妙
な
心
理
を
覗
い
た
気
が
し
た
。
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長崎・日
ひ

見
み

峠
とうげ

から烽
ほ う

火
か

山
ざ ん

へ
長崎街道の難所を踏んで、史跡を巡る

　

長
崎
の
市
街
は
三
方
を

山
に
囲
ま
れ
て
い
る
た

め
、
ど
こ
を
通
る
に
も
峠

を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
な
か
で
も
有
名
な
峠

道
で
あ
る
日
見
峠
は
、
江

戸
時
代
の
長
崎
街
道
で

「
西
の
箱
根
」
と
例
え
ら

れ
、
旅
人
に
お
そ
れ
ら
れ

た
険
し
い
峠
道
だ
。

　

日
見
峠
か
ら
歩
き
始

め
、
中
尾
峠
、
江
戸
時
代

に
長
崎
へ
の
南
蛮
船
渡
来

の
警
備
で
の
ろ
し
を
上
げ

た
烽
火
山
（
４
２
６
ｍ
）、

領
主
長
崎
氏
の
山
城
（
砦
）

が
あ
っ
た
と
い
う
城
の

古こ

し趾
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
を

紹
介
し
た
い
。

　

市
街
地
か
ら
バ
ス
に

乗
っ
て
東
へ
約
１５
分
、
日

見
ト
ン
ネ
ル
西
口
で
降
り
、
案
内
に

従
っ
て
峠
道
の
雰
囲
気
を
残
す
急
な

坂
道
を
上
る
。
途
中
に
は
新
茶
屋
（
オ

ラ
ン
ダ
茶
屋
）
の
跡
が
あ
り
、
道
沿

い
に
は
灯
籠
や
臼
、
旅
人
が
使
っ
た

と
い
う
御
手
洗
鉢
が
残
っ
て
い
る
。

や
が
て
明
治
新
道
に
出
合
う
。
こ
の

道
は
全
国
初
の
官
営
有
料
道
路
で
、

開
削
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
た
の

も
初
め
て
と
い
わ
れ
て
い
る
。
堀
切

の
入
り
口
を
標
識
に
導
か
れ
て
急
な

坂
を
上
る
と
、
全
国
で
も
珍
し
い
地

震
石
神
神
社
の
鳥
居
が
見
え
る
。
そ

の
下
が
長
崎
街
道
で
、
す
ぐ
近
く
に
、

関
所
の
番
人
が
詰
め
た
番
所
跡
で
あ

る
１０
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
が
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
お
城
の
石
垣
を
思
わ
せ
る
き

れ
い
な
曲
線
で
築
か
れ
て
い
る
。

　

日
見
峠
の
由
来
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

を
嫌
っ
た
深
掘
軍
や
西
郷
軍
が
海
側

か
ら
攻
め
入
ろ
う
と
し
た
際
に
、
裏

を
か
こ
う
と
麓
の
網あ

場ば

宿し
ゅ
く

で
火
を
盛

ん
に
上
げ
た
の
で
、
火
（
日
）
を
見

る
峠
と
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
説
と
、

長
崎
の
人
々
が
旧
暦
８
月
１
日
の
八

朔
の
日
に
こ
の
峠
に
来
て
、
雲
仙
普

賢
岳
か
ら
昇
る
太
陽
を
拝
ん
だ
こ
と

か
ら
日
見
峠
と
な
っ
た
な
ど
の
諸
説

が
あ
る
。

　

街
道
を
外
れ
て
北
に
進
み
、
節
の

長
い
珍
し
い
竹
林
や
雑
木
林
を
抜
け

る
と
中
尾
峠
に
出
る
。
こ
こ
は
江
戸

時
代
か
ら
昭
和
２０
年
代
ま
で
、
麓
の
農

陸門良輔・川原一之 長崎あゆみハイキングクラブ

烽火山頂上（奥は烽火台）烽火山頂上（奥は烽火台）

烽火山頂上から長崎港方面を望む

石垣は日見峠番所跡
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日見トンネル西口バス停＞20分＞日見
峠＞ 45 分＞中尾峠＞ 45 分＞烽火山
＞45分＞城の古趾＞10分＞春徳寺

家
が
長
崎
の
町
に
野
菜
を
運
ん
だ
峠

道
で
、
篤
農
家
の
像
が
故
郷
に
向
か
っ

て
建
っ
て
い
る
。
北
方
面
へ
尾
根
に

沿
っ
て
な
だ
ら
か
な
ル
ー
ト
を
進
む

が
、
イ
ノ
シ
シ
が
掘
り
返
し
た
石
こ

ろ
が
多
く
て
歩
き
に
く
い
。
西
山
水

源
地
に
続
く
木
場
峠
へ
の
分
岐
に
出

る
が
、
ペ
ッ
ト
の
墓
地
に
な
っ
て
い

た
。
車
輪
の
幅
に
合
わ
せ
た
2
本
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
が
し
ば
ら
く
続
き
、

高
圧
線
の
鉄
塔
を
過
ぎ
る
と
、
烽
火

山
へ
の
標
高
差
５０
ｍ
の
急
登
に
な
り
、

ロ
ー
プ
や
木
の
根
を
つ
か
ん
で
の
登

り
で
ひ
と
汗
か
く
。

　

烽
火
山
は
元
の
名
を
斧お

の
や
ま山

と
言
い
、

は
げ
山
だ
っ
た
。
島
原
の
乱
以
後
、
頂

上
に
長
崎
の
港
を
警
備
す
る
の
ろ
し

台
（
烽
火
台
）
が
作
ら
れ
、
名
前
も

烽
火
山
と
な
り
、
軍
事
要
塞
基
地
と

な
っ
て
一
般
の
人
は
近
づ
く
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
直
径
約
５
ｍ
・
深

さ
２
ｍ
の
烽
火
台
は
、
県
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
港
方
面

の
展
望
は
開
け
て
い
る
が
、
樹
木
が

成
長
し
他
方
は
す
っ
き
り
し
な
い
。

　

北
西
方
面
の
健た

て
や
ま山

へ
向
け
、
滑
り

や
す
い
枯
葉
に
気
を
付
け
て
下
る
。

長
崎
氏
の
山
城
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る

場
所
や
、
片
淵
中
学
校
の
校
舎
の
横

を
通
っ
て
城
の
古
趾
と
い
う
小
高
い

森
に
な
っ
た
岩
山
に
は
、
ド
ル
メ
ン

方
式
（
古
代
の
朝
鮮
式
）
の
祠
が
あ

り
、
長
崎
代
官
末
次
平
蔵
の
祠
が
残
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
地
は
昔
、
良
い
墓
石

が
取
れ
、
そ
の
跡
が
崖
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
長
崎
労
山
の
先
輩
た
ち
は

岩
登
り
の
練
習
を
し
た
そ
う
だ
。

　

墓
地
を
ぬ
け
る
と
、
ル
イ
ス
・
ア

ル
メ
ダ
ー
が
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
す

る
拠
点
に
し
た
跡
地
が
あ
り
、
現
在

は
春し

ゅ
ん

徳と
く

寺じ

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
付

近
は
長
崎
街
道
の
傍
で
旧
跡
が
多
い

た
め
、
史
跡
巡
り
に
は
も
っ
て
こ
い

の
場
所
だ
。

（
山
行
：
２
０
２
０
年
１
月
２１
日
）

城の古趾

健山
300m

烽火山
426m 武切山

349m
中尾峠

城の古趾にある長崎代官・末次平蔵の祠雷神社鳥居

風頭山からの遠望
中尾峠、日見峠は右奥方向
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　月に一度、労山事務所に登山時報が納品される。手にとるとまず目に飛び
込んでくるのが表紙画だ。杉山修さんの木版画が 2017 年から表紙を飾って
くれている。鮮やかでどこかあたたかみのある色合い、ふっくらとした線で
描かれた山岳風景、これを眺めるのが私には癒やしのひとときになっている。
　木版画は、版材を彫って凸部をつくり、この版木に絵の具をのせて、紙を
押さえて色を写し取る（摺り）という技法で、たとえば本号「雪融けの横尾谷」
は、6 枚の版木を用いて 30 回色を重ねてある（6 版 30 摺）。
　どのように山の木版画がつくられるのか、東京都台東区にある杉山さんの
工房を訪ねて製作工程をうかがってきた。

普
通
だ
。
若
い
頃
か
ら
山
岳
会
に
所

属
し
て
山
に
登
っ
て
き
た
杉
山
さ
ん
、

木
版
画
を
つ
く
っ
て
４０
年
に
な
る
。

　

ま
ず
は
じ
め
は
、
山
で
の
ス
ケ
ッ

チ
。
後
日
、
色
と
色
と
の
境
界
を
明

確
に
し
た
り
構
図
を
整
理
し
た
り
し

て
、
下
絵
を
描
き
あ
げ
る
。
そ
の
後
、

２
、３
日
か
け
て
、
何
枚
の
版
木
で
ど

の
色
を
摺
る
の
か
「
設
計
図
」
を
頭

の
な
か
に
描
い
た
ら
、
版
木
づ
く
り

に
取
り
か
か
る
。
版
材
は
朴ほ

お

ま
た
は

シ
ナ
ベ
ニ
ヤ
。
下
絵
を
ト
レ
ー
ス
し

て
彫
刻
刀
で
彫
る
が
、
多
色
摺
り
で

は
色
ズ
レ
を
防
ぐ
た
め
の
「
見
当
」

が
欠
か
せ
な
い
（
写
真
参
照
）。

　

続
い
て
、
摺
り
へ
。
ま
ず
は
版
木

に
絵
の
具
を
の
せ
て
ブ
ラ
シ
で
伸
ば

す
。
版
木
に
和
紙
を
の
せ
て
、
そ
の

う
え
か
ら
バ
レ
ン
を
あ
て
て
絵
の
具

を
紙
に
圧
着
さ
せ
る
。

　
「
一
番
楽
し
い
の
は
摺
り
。
ど
ん
ど

ん
色
を
重
ね
て
『
絵
を
つ
く
っ
て
い

く
』
っ
て
い
う
感
覚
が
す
ご
く
楽
し

い
で
す
ね
」

　

紙
は
水
分
を
吸
う
と
伸
び
る
の
で
、

扱
い
に
は
気
を
つ
か
う
。

　
「
湿
っ
た
状
態
で
摺
っ
た
紙
は
、
ビ

ニ
ー
ル
に
は
さ
ん
で
乾
か
な
い
よ
う

　
頭
に
設
計
図
を
描
き
、

　
色
を
重
ね
て
絵
を
つ
く
る

　

木
版
画
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
錦

絵
が
そ
の
技
法
の
頂
点
と
い
わ
れ
、

当
時
は
、
絵
師
、
彫
師
、
摺
師
に
よ

る
分
業
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
現
在

は
作
家
が
す
べ
て
自
分
で
行
う
の
が

に
す
る
。
そ
れ
で
も
乾
い
て
き
た
ら

霧
を
吹
い
て
、
一
晩
休
ま
せ
る
。
色

を
重
ね
る
と
、
同
じ
場
所
に
水
分
が

入
っ
て
紙
が
波
打
っ
て
き
ち
ゃ
う
。

だ
か
ら
、
重
石
を
置
い
て
休
ま
せ
て
、

翌
日
ま
た
色
を
重
ね
て
摺
っ
て
い
く
。

紙
が
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
す
る
面
倒

を
み
る
わ
け
で
す
」

　
材
料
・
道
具
に
職
人
技
あ
り

　

和
紙
は
福
井
県
越
前
市
、
旧
大
滝

作業台に下絵や版木など並べて説明してくれた。個展会
場で実演・ワークショップを行うこともある

左「マッターホルン黎明」（9 版 28 摺）、右「マッターホルン投影」（7
版 32 摺）、いずれも 370mm x 290mm。「同じ版木でも、色を変え
ることで表現を変えられる。これは木版画の面白いところです」
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村
の
山
口
さ
ん
が
漉す

い
た
も
の
。

　
「
３０
色
摺
っ
て
も
毛
羽
立
た
な
い
。

パ
ル
プ
紙
だ
と
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
」

　

丁
寧
な
仕
事
に
十
分
応
え
て
く
れ

る
道
具
も
あ
る
。
摺
り
に
使
う
バ
レ

ン
は
、
江
戸
時
代
に
も
使
わ
れ
て
い

た
。
漆
塗
り
の
円
形
の
型
を
竹
皮
で

包
ん
だ
も
の
で
、
型
の
中
に
は
編
ん

で
巻
い
た
縄
が
入
っ
て
い
る
（
写
真

参
照
）。
縄
の
太
さ
、
摺
り
の
加
減
で
、

細
い
線
や
べ
っ
た
り
し
た
面
な
ど
多

様
な
表
現
が
で
き
る
。
何
色
を
、
ど

こ
を
摺
る
か
に
よ
っ
て
、
複
数
の
バ

レ
ン
を
使
い
分
け
る
。
漉
き
元
・
山

口
さ
ん
も
９０
歳
を
前
に
廃
業
す
る
な

ど
、
こ
う
し
た
材
料
・
道
具
を
つ
く

る
職
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
木
版
画
は
、
絵
描
き
だ
け
で
は
で

き
な
く
て
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
知
識
、

技
術
の
継
承
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
継

続
で
き
て
い
く
技
法
で
す
」

　
「
た
か
が
富
士
、
さ
れ
ど
富
士
」

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ル
プ
ス
な
ど
海
外

作
品
も
多
数
あ
る
杉
山
さ
ん
だ
が
、

特
に
近
年
は
富
士
山
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
「
い
ま
７３
歳
で
、
体
力
が
い
る
大
型

の
作
品
は
こ
れ
で
最
後
。
何
を
摺
る

か
と
思
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
富
士
山
だ

と
。『
富
士
山
や
る
ぞ
』
っ
て
言
っ
た

ら
、
あ
る
画
家
に
『
も
う
富
士
山
か
』

と
言
わ
れ
た
の
。
吉
田
博
が
『
富
士

は
怪
物
だ
』
と
言
い
、
横
山
大
観
も
、

葛
飾
北
斎
も
描
い
て
い
る
。
永
遠
の

テ
ー
マ
で
す
よ
。
そ
こ
に
ど
う
個
性

を
出
す
の
か
っ
て
（
笑
）」

　

細
や
か
な
手
仕
事
の
積
み
重
ね
の

先
、
今
年
も
新
た
な
山
の
木
版
画
を

見
せ
て
も
ら
え
そ
う
だ
。

（
本
誌
・
渡
辺
明
）

杉山修（すぎやまおさむ）さん
1946 年東京都台東区生
まれ。若い頃は谷川岳一
ノ倉沢へ毎週通ってい
た。30 代半ばから山で
スケッチを始め、次第に
木版画にのめり込む。日
本山岳画協会会員、吉田
版画アカデミー会員

※本誌 2017 年 1 月号 35 ページ参照
※ホームページは
　http://osamuhanga.com/

「教会のある村ラウターブルンネン」（11 版 33 摺　260mm x 220mm）
奥中央がスケッチ、その左下が下絵のトレース、右が完成した版画。
手前が版木で、かぎ見当とひきつけ見当がつけられている

貝殻を粉にした水干絵の具。
混ぜて求める色をつくって
いる

摺り。本来は版木の
上に和紙をのせて、
その上からバレンを
あてる

バレンの表面と中身（左）。ブラシも彫刻刀も数種類を使い分ける。「1 個のブラシじゃ仕事できません」
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私
の
足
跡 

駆
け
足
自
己
紹
介

　
　

１０
数
年
前
の
こ
と
、

自
身
の
海
外
登
山
回
数

を
数
え
て
み
た
ら
、
そ

の
時
点
で
６
０
０
０
ｍ

未
満
の
山
を
含
め
な
く
て
も
５０
回
を
超

え
て
い
た
。
我
な
が
ら
こ
れ
は
尋
常
で

は
な
い
な
、
自
分
は
本
当
に
山
が
好
き

な
ん
だ
な
あ
、
と
実
感
し
た
。
そ
の
後

も
現
在
に
至
る
ま
で
切
れ
目
な
く
登
山

を
続
け
、
７８
歳
を
迎
え
た
昨
年
ま
で
に

６
０
０
０
～
８
０
０
０
ｍ
峰
の
登
山
は

延
べ
８２
回
を
数
え
て
い
る
。

　

私
は
１
９
４
１
年
１１
月
、
名
古
屋
で

画
家
だ
っ
た
父
と
専
業
主
婦
の
母
の
下

に
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
戦
時
下
で
育
て

ら
れ
た
。
終
戦
直
後
の
混
乱
期
に
２
歳

下
の
弟
が
事
故
死
す
る
と
い
う
不
幸
が

あ
っ
た
が
、
２
年
後
に
妹
が
出
来
た
。

と
こ
ろ
が
当
時
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た

肺
結
核
に
罹
患
し
た
父
が
志
半
ば
で
隔

離
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
残
さ
れ
た

母
は
も
ち
ろ
ん
働
き
始
め
た
。
日
本
全

体
も
貧
し
い
時
代
だ
っ
た
が
、
我
が

家
は
文
字
ど
お
り
の
超
極
貧
生
活
を

送
っ
た
。
中
学
生
時
代
に
は
全
級
テ

ス
ト
で
２
年
連
続
学
年
１
位
に
な
る

な
ど
頭
は
悪
く
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

進
学
は
叶
わ
ず
、
５７
年
中
学
卒
業
と

同
時
に
親
方
が
１
人
で
営
ん
で
い
た

零
細
印
刷
所
に
就
職
。

　

２
年
後
１７
歳
時
に
父
の
知
友
の
仲

介
で
上
京
・
転
職
。
な
お
、
こ
の
５９

年
暮
れ
に
は
父
が
10
年
間
の
闘
病
虚

し
く
５０
歳
で
死
去
し
た
。

　

新
し
い
職
場
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て

軽
登
山
に
触
れ
た
の
を
契
機
に
登
頂

時
の
達
成
感
に
目
覚
め
、
以
後
次
第

に
岩
登
り
・
冬
山
・
海
外
登
山
と
活

動
領
域
を
広
げ
、
登
山
歴
は
満
６１
年

に
な
る
。
昔
の
折
々
の
山
岳
雑
誌
を

開
い
て
み
る
と
私
と
時
期
を
重
ね
て

活
動
し
た
有
名
ク
ラ
イ
マ
ー
で
も
、

長
く
活
躍
し
て
い
る
例
は
稀
で
、
そ

ん
な
中
で
私
は
今
で
も
現
役
で
登
り

1976 年秋、マイクトリ（6803 ｍ）⇆デヴトリ（6788 ｍ）
交差縦走時の一コマ　
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上
げ
た
と
い
う
自
負
を
持
つ
。

　

編
集
部
を
辞
し
た
８４
年
以
降
パ

ミ
ー
ル
・
天
山
に
通
い
、
７
０
０
０

ｍ
峰
全
５
座
を
完
登
し
て
ソ
連
岳
連

か
ら「
雪
豹
登
山
家
」称
号
を
授
か
る
。

　

そ
れ
ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
基
に

８８
年
か
ら
は
労
山
内
の
人
材
育
成
を

主
旨
と
し
て
開
講
さ
れ
た
高
所
登
山

学
校
の
校
長
（
登
山
隊
長
）
を
２
０

１
０
年
ま
で
務
め
た
。

　

一
方
、
９２
年
５０
歳
に
し
て
初
め
て

８
０
０
０
ｍ
峰
を
目
指
し
、
チ
ョ
ー

オ
ユ
ー
に
無
酸
素
登
頂
。

　

９４
年
か
ら
は
労
山
８
０
０
０
ｍ
峰

登
山
隊
も
組
織
し
、
２
０
１
０
年
ま

で
一
貫
し
て
高
峰
登
山
分
野
の
人
材

育
成
と
機
会
提
供
に
尽
力
。
８
０
０

０
ｍ
峰
１１
座
登
頂
に
導
く
と
共
に
、

登
山
界
に
於
け
る
労
山
の
存
在
感
向

上
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
う
自
負

を
抱
い
て
い
る
。

　

１１
年
以
後
も
含
め
て
８
０
０
０
ｍ

峰
に
２４
回
挑
み
、
自
身
も
９
座
に
延

べ
１０
回
登
頂
し
た
が
、
う
ち
６
回
は

無
酸
素
登
頂
。
６１
歳
時
の
ガ
ッ
シ
ャ

―
ブ
ル
ム
２
峰
は
８
０
０
０
ｍ
峰
無

酸
素
登
頂
の
日
本
人
最
高
齢
記
録
で
、

続
け
て
い
る
。
本
稿
の
メ
イ
ン
タ
イ

ト
ル
を
“
Ｎ
Ｏ 

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
”
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
所
以
で
あ
る
。

　

６５
年
に
縁
あ
っ
て
労
山
に
加
入
。

７０
年
に
全
国
連
盟
常
任
理
事
に
就
き
、

教
育
指
導
委
員
、
出
版
委
員
、
海
外

委
員
、
労
山
遭
対
基
金
管
理
委
員
な

ど
を
歴
任
。

　

国
内
で
は
関
東
・
中
部
・
東
北
の

主
だ
っ
た
山
に
は
ほ
と
ん
ど
足
跡
を

残
し
た
が
、
特
に
鹿
島
槍
北
壁
・
荒

沢
奥
壁
、
不
帰
東
面
、
越
後
荒
沢
山

東
面
な
ど
で
い
く
つ
か
の
冬
季
初
登

攀
を
成
し
た
。

　

７２
年
に
初
の
海
外
登
山
と
し
て
ア

ル
プ
ス
に
赴
き
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

北
壁
ほ
か
を
登
攀
。

　

７６
年
、
１７
年
間
勤
め
た
会
社
を
辞

し
、
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
と
し
て
労

山
都
連
盟
隊
を
率
い
、
イ
ン
ド
の
６

８
０
０
ｍ
峰
２
座
を
交
差
縦
走
（
近

藤
の
造
語
で
、
以
後
定
着
）。

　

７７
年
か
ら
労
山
が
発
行
し
て
い
た

月
刊
誌
「
山
と
仲
間
」
の
編
集
に
携

わ
り
、
そ
れ
ま
で
夏
山
・
低
山
主
体

だ
っ
た
同
誌
の
編
集
レ
ベ
ル
を
先
鋭

登
攀
や
海
外
高
峰
登
山
分
野
に
引
き

１６
年
間
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

　

青
壮
年
期
に
は
一
線
級
ク
ラ
イ

マ
ー
を
自
負
し
て
い
た
が
、
加
齢
と

共
に
近
年
は
ピ
ー
ク
ハ
ン
タ
ー
化
し

て
い
る
と
自
覚
し
て
い
る
。

2006 年 10 月、ネパール登山協会との合同隊で
挑んだ日本ネパール修好 50 周年記念ナンパイ
ゴスム南峰（7240 ｍ）初登頂時の登攀シーン

1992 年 1 月に日本人初登頂となった（ら
しい）アスパイアリン（3033 ｍ　ニュー
ジーランド）。ヒマラヤ以外にもガイディ
ングを主体としてキリマンジャロ 4 回、
デナリ（マッキンリー）3 回、アコンカ
グア 8 回など他大陸の山も登っている。

※著書・編著書として『魅惑の氷壁』ユニ出版、『山―生きる・学ぶ・探る』大月書店、『日本女性登山史』同、『谷川岳・苗場山・
武尊山』91 ～ 05 年・昭文社、『冬山』山と溪谷社、などがある。
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ブ
ナ
の
花
を
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
ま
っ
た
く
地
味
で
何
の
色
気
も

な
い
花
だ
。
写
真
で
枝
先
か
ら
ブ
ラ
ン

と
垂
れ
て
い
る
の
が
雄
花
、
分
か
り
づ

ら
い
が
ツ
ン
と
上
を
向
く
の
が
雌
花

だ
。
背
後
は
山
桜
。
早
い
年
で
あ
れ
ば

４
月
中
旬
、
遅
く
て
も
下
旬
に
は
芽
吹

き
と
同
時
に
花
を
咲
か
せ
る
。
と
は
い

え
、
毎
年
花
を
付
け
る
ブ
ナ
は
多
く

は
な
く
、
数
年
に
一
度
と
い
う
も
の
が

多
い
。
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
っ

た
ら
し
く
、
一
昨
年
は
十
何
年
か
ぶ
り

に
ブ
ナ
が
一
斉
に
花
を
咲
か
せ
、
秋
口

に
は
記
憶
に
な
い
ほ
ど
多
く
の
実
を
生

ら
せ
た
。
こ
の
年
の
春
は
、
森
が
黄
色

い
ブ
ナ
の
花
粉
に
覆
わ
れ
、
霞
む
ほ
ど

だ
っ
た
。
そ
し
て
、そ
の
反
動
か
ら
か
、

昨
年
は
稀ま

れ

に
み
る
ブ
ナ
の
凶
作
と
な
っ

た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
山
仲
間
同
士
が
交

わ
す
会
話
に
ブ
ナ
の
開
花
状
況
が
ほ
ぼ

必
ず
出
て
く
る
。「
今
年
は
い
っ
ぱ
い

花
を
付
け
た
な
」
や
「
全
然
咲
い
て
な

い
な
」
と
い
う
具
合
に
。
何
故
か
と
言

わ
れ
る
と
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い

が
、ブ
ナ
の
実
の
出
来
、不
出
来
に
よ
っ

て
、
そ
の
秋
以
降
の
動
物
の
動
き
や
自

然
の
営
み
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

予
感
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど
の
獣
の

動
き
は
、
人
の
生
活
に
直
接
影
響
を
与

え
る
か
ら
だ
。

  

こ
こ
青
森
県
深
浦
町
は
日
本
海
か
ら

一
歩
陸
に
上
が
る
と
す
ぐ
に
白
神
の
森

に
な
る
。
人
が
住
む
狭
い
エ
リ
ア
の
す

ぐ
裏
は
も
は
や
奥
山
で
あ
り
、
野
生
の

動
物
た
ち
の
生
息
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
い
つ
の
間
に
か
ブ
ナ
の
開
花
状
況

が
そ
の
年
の
自
然
環
境
を
占
う
春
の
関

心
事
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

令
和
２
年
の
春
、
果
た
し
て
ブ
ナ
の
花

は
ど
れ
だ
け
咲
く
の
だ
ろ
う
。

│第 32 回│

ブナの花
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C O N T E N T S

　

表
紙
の
木
版
画　

杉
山
修

　
「
雪
融
け
の
横
尾
谷
」

　

穂
高
連
峰
が
ま
だ
ま
だ
た
っ
ぷ
り
と
残
雪
を
抱
え
て
い
る
時
期
、

　

沢
筋
で
は
も
う
春
の
準
備
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

い
つ
も
よ
り
多
め
の
水
量
に
渓
声
も
聞
こ
え
る
。

　

す
こ
し
陽
気
も
良
く
な
っ
て
、
光
が
眩ま

ぶ

し
い
。

　

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
涸
沢
の
大
観
に
心
躍
る
。

松永秀和

陸門良輔・川原一之 

近藤和美

原田勇成

武井真理

呉本寿子
森初芳

中石求

野尻英一

酒井正裕

石原裕一郎

大蔵喜福

村松孝一

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

　笹原芳樹

01　連載　中国の青いケシ探訪記

02　歴史ある峠を踏んで山々へ
　　　長崎・日見峠から烽火山へ

04　山の木版画ができるまで

06　連載　NO LIMIT　限りなき山行
08　連載　白神便り
10　ふみあと  労山 60 年　創り出そう　21世紀の登山文化を  

11　連載　子づれ山さんぽ

12　歴史ある峠を踏んで山々へ
　　　滋賀・杉峠から雨乞岳へ
　　　栃木・六林班峠から皇海山へ

14　沖縄　奪われた山々のこと

16　連載　山登りのための やさしい気象講座

18　シリーズ　いまさら聞けない !?　雪崩対策

19　連載　ネパール温泉紀行

20　連載　アドベンチャー・トラベル

22　JWAF CLICK
　　　新規加盟団体の紹介
　　　マンガ　フゥフゥハァハァ

24　日本勤労者山岳連盟 第 34 回総会 報告

27　全国連盟の活動

28　専門委員会活動報告

30　えつらん室　記念誌・年報誌

33　ひと　赤間淑江さん

34　連載  クイズ 地図読み迷人
36　山の仲間を結ぶ会・クラブ紹介　オレンジハイキングクラブ

38　地元会員特選ミニガイド　桧沢岳（群馬）　　　　　 島田恭司

39　筑井孝子のちょっと絵をうまく描こう ／ あらかると  石井光造

40　連載  オススメ山道具 山の基礎装備 薄手の手袋
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労山60年
創り出そう　21世紀の登山文化を

　

全
国
労
山
は
、
2
月
に
第
34
回

総
会
を
開
催
。
こ
の
1
年
間
の
活

動
の
総
括
と
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

方
針
を
決
定
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
「
労
山
60
年　

創
り
出
そ

う　

21
世
紀
の
登
山
文
化
を
！
」

を
掲
げ
た
。
今
年
は
全
国
労
山
が

創
立
さ
れ
て
か
ら
60
周
年
で
、
新

た
な
登
山
文
化
を
創
り
出
し
な
が

ら
、
労
山
運
動
を
前
進
さ
せ
て
い

く
決
意
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

全
国
労
山
の
組
織
の
現
状
を
み

る
と
、
2
0
1
9
年
11
月
に
地
方

連
盟
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
組
織
現

勢
は
、
加
盟
5
9
1
団
体
、
会
員

数
は
1
8
2
3
8
名
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
比
で
加
盟
は
7
団
体
減

少
、
会
員
は
5
6
4
名
の
減
少
と

な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
①
会
員

の
高
齢
化
に
よ
り
会
運
営
が
困
難

に
な
り
会
を
解
散
す
る
、
②
40
～

90
名
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
会

が
労
山
の
良
さ
を
理
解
で
き
ず
に

労
山
を
脱
退
す
る
─
な
ど
だ
。
全

国
に
は
、
会
員
拡
大
で
頑
張
っ
て

い
る
会
・
ク
ラ
ブ
が
数
多
く
あ
り
、

新
た
に
加
盟
す
る
会
・
ク
ラ
ブ
も

あ
る
が
、
会
員
の
減
少
に
会
員
・

仲
間
増
や
し
が
追
い
付
い
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

各
地
方
連
盟
の
代
議
員
か
ら
、

会
員
が
減
少
し
て
い
る
実
情
、
ま

た
、
会
員
拡
大
や
新
た
に
会
・
ク

ラ
ブ
を
設
立
し
て
仲
間
を
増
や
し

て
い
る
経
験
が
報
告
さ
れ
、「
仲

間
が
い
る
か
ら
、登
山
が
で
き
る
」

「
仲
間
が
い
る
か
ら
、
自
然
保
護

な
ど
の
い
ろ
ん
な
運
動
が
で
き

る
」
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
発

言
も
あ
り
、
労
山
の
仲
間
増
や
し

運
動
を
前
進
さ
せ
る
意
見
・
討
論

も
行
わ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
会
・
ク
ラ
ブ
に
労

山
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
会
・
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
連
盟

費
の
使
い
方
、
安
全
登
山
の
た
め

に
地
方
連
盟
に
支
援
し
て
い
る
内

容
な
ど
、
労
山
の
魅
力
を
満
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、会
・

ク
ラ
ブ
に
無
料
で
配
布
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
ま
た
、
代
議
員
か

ら
労
山
基
金
の
改
善
の
意
見
が
出

さ
れ
、
労
山
基
金
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

全
国
労
山
創
立
60
周
年
記
念
式

典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
6
月
21

日
東
京
で
開
催
す
る
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
山
岳
連
盟
理
事
国
会
議
が
6

月
19
日
、
全
国
労
山
の
主
管
で
東

京
で
開
催
さ
れ
る
。

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟　理事長）
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カモシカスポーツ

　

多
摩
丘
陵
の
春
は
、
小
さ
な

山
々
の
若
葉
に
、
様
々
な
種
類

の
桜
の
色
が
映
え
、
美
し
い
で

す
。
新
百
合
ヶ
丘
の
よ
う
な
市

街
地
然
と
し
て
い
る
所
か
ら
こ

ん
な
近
く
に
桃
源
郷
の
よ
う
な

風
景
が
…
と
驚
き
ま
す
。

　

小
田
急
多
摩
線
の
駅
か
ら
駅

へ
と
歩
け
、
４
㎞
足
ら
ず
と
短
い
中
に

も
多
摩
丘
陵
の
美
し
さ
が
詰
ま
っ
た
こ

の
コ
ー
ス
は
、
七
瀬
０
歳
時
よ
り
、
お

ん
ぶ
や
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
使
用
で
何
度

も
歩
い
て
き
ま
し
た
。
第
２
子
・
峻
妊

娠
＆
誕
生
に
伴
い
、
七
瀬
は
２
歳
半
以

降
は
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
に
乗
る
機
会
が

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
で
は
、
毎
日
の
保
育
園
登

園
等
し
っ
か
り
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、

峻
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
、
七
瀬
は
そ

の
隣
を
歩
く
よ
う
に
。
ま
た
、
峻
誕
生

後
は
私
と
七
瀬
で
出
か
け
る
こ
と
も

減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
久
々
に
ふ
た
り

で
歩
き
に
行
き
ま
し
た
。（
峻
と
夫
は
留

守
番
）

　

普
段
の
歩
き
っ
ぷ
り
か
ら
、
歩
き
通

せ
る
だ
ろ
う
と
歩
け
な
く
な
っ
た
時
の

補
助
具
は
な
し
。
水
筒
も
自
分
で
肩
掛

け
に
し
て
、
栗
平
駅
を
元
気
に
ス
タ
ー

ト
。

　

住
宅
地
を
抜
け
る
と
、
稲
城
市
と
川

崎
市
の
境
の
尾
根
道
へ
。
稲
城
市
平
尾

の
団
地
群
を
下
に
望
み
な
が
ら
歩
い
て

い
き
ま
す
が
、
途
中
柵
が
壊
れ
て
い
た

り
、
柵
が
な
く
崖
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
っ

た
り
、
小
さ
い
子
づ
れ
で
行
く
に
は
注

意
が
必
要
な
区
間
。
こ
の
道
を
ま
っ
す

ぐ
進
む
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
こ
の
時

は
、
一
旦
下
り
て
、
公
園
や
た
ん
ぽ
ぽ

畑
で
寄
り
道
し
て
遊
び
な
が
ら
進
み
ま

し
た
。

　

送
電
鉄
塔
の
下
の
原
っ
ぱ
で
お
弁
当

休
憩
。
以
前
こ
の
コ
ー
ス
を
歩
い
た
頃

は
、
ま
だ
授
乳
中
だ
っ
た
り
、
ひ
と
り

で
は
う
ま
く
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
で

し
た
が
、
も
う
す
っ
か
り
自
分
で
食
事

で
き
ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
昼
食
後
は

お
昼
寝
態
勢
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
す

ぐ
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
に
乗
せ
て
昼
寝
さ

せ
て
い
ま
し
た
が
、
体
力
も
つ
い
て
き

て
、
昼
食
後
も
駅
ま
で
歩
き
、
さ
ら
に

電
車
を
経
て
、
自
宅
へ
も
歩
き
通
し
ま

し
た
。（
帰
路
は
さ
す
が
に
「
つ
か
れ

た
ー
」
を
連
発
し
て
い
ま
し
た
が
）

　

の
ん
び
り
春
を
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

2019 年 4 月
神奈川県川崎市／東京都稲城市
多摩丘陵 栗平台〜五月台駅

七瀬　3 歳 9 カ月

タイム◎ 10：20 栗平駅（小田急多摩線）
〜 10：40 五力田見晴らし公園〜 10：
55 白鳥小台公園（しばらく遊ぶ）〜（私
有地の畑を縫って進む道にあるたんぽぽ
畑）〜 12：20 送電鉄塔（昼食休憩）〜
13：15 五月台駅（小田急多摩線）※新
百合ヶ丘駅まで歩けるコースもあり

参考◎小田急沿線自然ふれあい歩道マッ
プ No.62 栗平駅〜五月台駅」（小田急電
鉄　※小田急の各駅のチラシスタンド
で無料配布）、「あさおウォーキングマッ
プ〜多摩線沿線地区 コース 4」（麻生区
ウォーキング推進実行委員会　※神奈
川県川崎市麻生区役所等で配布。Web
サイトでも公開 )

武井真理

できるかな？
できるかな？

　　　行ってみよう！

　　　行ってみよう！

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.34

水筒を自分で肩掛け。

水筒を自分で肩掛け。

たんぽぽ畑。多摩線
沿いは、近年新設さ
れ た 駅 も あ っ た り、
宅地開発が今も続い
ている地域。良い原っ
ぱが次に来たら無く
なっていた…という
ことも。ここもすぐ
近くまで宅地開発の
波が。貴重なお花畑。

直飲みタイプの水筒で飲める直飲みタイプの水筒で飲める
ように（3 歳過ぎまではずっとように（3 歳過ぎまではずっと
ストロータイプを愛用）。ストロータイプを愛用）。

新百合ヶ丘から新百合ヶ丘から
至近距離でこん至近距離でこん
な道が楽しめるな道が楽しめる
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滋
賀
・
杉
峠
か
ら
雨あ

ま

ご

い

だ

け

乞
岳
へ

信
長
も
歩
い
た
古
道
を
辿
る

て
も
、
こ
の
自
然
環
境
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

　

山
行
当
日
は
、
積
雪
に
よ
る
倒
木

等
で
荒
れ
て
い
た
車
道
が
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
快
晴
で
、
膝
ま

で
積
雪
が
あ
り
、
杉
峠
よ
り
雨
乞
岳

へ
ラ
ッ
セ
ル
し
て
山
頂
。
三
重
の
御

在
所
山
や
鎌
ヶ
岳
、
滋
賀
の
綿
向
山

や
近
江
富
士
（
三
上
山
）
も
見
え
る
。

食
事
を
し
て
も
楽
し
い
場
所
で
あ
る
。

　

毎
年
、
東
近
江
市
の
年
間
行
事
に

４
月
下
旬
「
千
草
街
道
を
往
く
」
が

あ
る
。
登
山
初
心
者
に
は
千
種
街
道

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
り
、
お
勧

め
で
あ
る
。

（
山
行
：
２
０
１
７
年
４
月
２
日
）

鹿
７
座
目
と
い
う
濃
い
仲
間
で
あ
る
。

　

登
山
道
の
傍
に
あ
る
千
種
街
道
の

案
内
板
は
ぜ
ひ
見
て
お
き
た
い
。

　

１
５
７
０
年
４
月
、
織
田
信
長
公

が
敵
襲
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
京
か

ら
尾
張
へ
の
最
良
ル
ー
ト
と
し
て
千

種
街
道
の
杉
峠
を
通
過
し
て
移
動
し

た
。
滋
賀
か
ら
三
重
へ
の
最
短
ル
ー

ト
だ
が
、
現
代
人
の
脚
力
で
は
強
行

軍
と
な
る
難
コ
ー
ス
だ
。

　

山
道
に
入
っ
て
か
ら
杉
峠
ま
で

数
ヶ
所
の
名
所
が
あ
る
。
織
田
信
長

公
が
狙
撃
さ
れ
た
杉
谷
善
住
坊
隠
れ

岩
、
桜
地
蔵
尊
、
ツ
ル
ベ
谷
出
合
の

古
屋
敷
跡
、
蓮
如
上
人
旧
跡
な
ど
。

　

杉
峠
は
、
か
つ
て
人
が
往
来
し
て

お
り
茶
屋
が
あ
っ
た
。
雨
乞
岳

と
北
側
の
イ
ブ
ネ
と
の
鞍
部
で
、

以
前
は
青
々
と
し
た
三
本
杉
が

あ
っ
た
。
今
で
は
一
本
の
枯
れ

た
杉
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
こ
の
一
本
杉
が
杉
峠
の
目

印
に
も
な
っ
て
い
る
。
杉
峠
か

ら
南
へ
登
っ
た
雨
乞
岳
は
、
琵

琶
湖
の
源
流
で
、
シ
デ
の
並
木
、

一
反
ぼ
う
そ
う
等
が
自
然
に
生

育
し
て
い
る
。
琵
琶
湖
に
と
っ

　

計
画
ル
ー
ト
は
、
滋
賀
県
東
近
江
市

と
三
重
県
菰こ

も

野の

町ち
ょ
う

と
を
結
ぶ
山
越
古

道
「
千ち

く
さ種

街
道
」（
千
草
と
表
記
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
）
と
呼
ば
れ
る
道
で
、

雨あ
ま
ご
い
だ
け

乞
岳
（
１
２
３
８
ｍ
）
ま
で
登
り

返
し
が
大
き
い
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ

る
。
中
世
当
時
ど
の
よ
う
な
道
で
あ
っ

た
か
想
像
す
る
が
、
と
も
か
く
冬
山
、

整
備
の
入
っ
て
い
な
い
山
道
だ
。
メ

ン
バ
ー
は
、
各
々
が
歴
史
通
ま
た
は
鈴

呉
本
寿
子  

滋
賀
山
友
会
／
滋
賀

雨乞岳の山頂からの遠望杉峠から雨乞岳へ登り返す

パーティ3名
8：15 甲津畑登山口～ 8：45 善住
坊隠れ岩～ 10：00 蓮如上人旧跡～
12：00 杉峠～ 12：55 雨乞岳 13：50 ～ 14:30
杉峠～ 15：45蓮如上人旧跡～ 16：35善住坊隠れ
岩～17：00甲津畑登山口
※当日は登山口まで自家用車を利用。甲津畑バス停
までのバスは1日 3本のみ。
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栃
木
・
六ろ

く

り

ん林
班ぱ

ん

峠と
う
げ

か
ら
皇す

海か

い

山さ

ん

へ

藪
漕
ぎ
必
至
の
静
か
な
ル
ー
ト

山
荘
～
六
林
班
峠
～
男
山
～
袈
裟
丸

山
の
コ
ー
ス
を
採
っ
た
健
脚
の
ご
夫

婦
が
い
た
。
登
山
者
が
少
な
く
藪
漕

ぎ
も
あ
る
が
、
男
山
と
い
う
目
標
物

も
あ
り
、
尾
根
筋
を
外
さ
な
い
限
り
、

等
高
線
を
読
ん
だ
展
望
の
よ
い
ル
ー

ト
だ
。

か
ら
降
り
て
き
て
い
た
と
い
う
。
私

は
迷
う
こ
と
な
く
六
林
班
峠
に
急
行
。

途
中
、
何
度
も
「
オ
ー
イ
！
」
と
呼

び
か
け
る
と
、
微
か
に
応
じ
る
声
が

し
た
。
声
を
頼
り
に
無
事
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
顔
も
手
足
も

擦
り
傷
だ
ら
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
人

は
、
腰
を
か
が
め
て
ト
ン
ネ
ル
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
踏
み
跡
を
見
つ
け
、

気
が
付
い
た
ら
沢
に
下
り
て
い
た
と

い
う
。
鹿
道
を
登
山
路
と
見
誤
っ
た

の
だ
。

　
六
林
班
峠
を
踏
ん
で
袈
裟
丸
山
へ

　

私
が
庚
申
山
荘
管
理
人
を
三
年
勤

め
た
間
に
た
っ
た
一
度
だ
け
、
庚
申

り
に
使
う
よ
り
安
全
度
は
高
い
。
方

向
を
見
定
め
る
大
き
な
目
標
物
に
な

る
山
が
二
つ
も
あ
る
か
ら
だ
。
女
山

と
鋸
山
で
あ
る
。
尾
根
道
を
外
さ
な

い
限
り
ア
タ
ッ
ク
で
き
る
。
逆
に
、

皇
海
山
の
下
山
路
と
し
て
六
林
班
峠

を
踏
む
コ
ー
ス
は
お
奨
め
で
き
な
い
。

女
山
を
過
ぎ
れ
ば
大
き
な
目
標
物
は

見
当
た
ら
ず
、
藪
の
中
で
道
迷
い
し

や
す
い
か
ら
だ
。

　
遭
難
事
例
：
六
林
班
峠
で

　
獣
道
を
登
山
路
と
見
誤
る

　

庚
申
山
荘
を
早
朝
に
出
発
し
た
何

組
も
の
皇
海
山
往
復
パ
ー
テ
ィ
が
、

午
後
四
時
を
過
ぎ
る
と
次
々
と
戻
っ

て
き
た
。
最
後
の
パ
ー
テ
ィ
が
「
あ

と
一
人
、
単
独
行
の
人
が
帰
っ
て
来

る
は
ず
」
と
い
う
。
日
没
が
迫
っ
て

い
る
。
鋸
山
あ
た
り
ま
で
は
、
後
ろ

　

か
つ
て
、
足
尾
銅
山
の
た
め
の
木

材
伐
採
後
、
山
に
カ
ラ
マ
ツ
を
植
林

し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
植
林
は
六
班

単
位
で
行
わ
れ
、
一
の
鳥
居
か
ら
一

番
遠
い
県
境
の
元
の
女
山
峠
を
担
当

し
た
の
が
六
班
だ
っ
た
。
以
来
、
当

地
は
六ろ

く
り
ん
ぱ
ん

林
班
峠と

う
げ

と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
は
背
丈
を
超
え
る
篠し

の

竹だ
け

の
藪や

ぶ

が
深
く
、
道
迷
い
が
多
い
。

　

百
名
山
の
一
つ
、
皇
海
山
（
２
１
４

４
ｍ
）
登
頂
を
目
指
す
登
山
者
の
多

く
は
、
庚
申
山
～
鋸
山
～
皇
海
山
コ
ー

ス
を
往
復
す
る
。
こ
こ
で
は
、
庚
申

山
荘
を
起
点
と
し
て
、
六
林
班
峠
を

踏
ん
で
皇
海
山
へ
至
る
コ
ー
ス
を
紹

介
す
る
。

　

稀
に
こ
の
コ
ー
ス
で
皇
海
山
に
向

か
う
ツ
ワ
モ
ノ
が
い
る
。
薮
漕
ぎ
承

知
で
、
体
力
も
装
備
も
技
術
も
自
信

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
上

り
に
こ
の
コ
ー
ス
を
採
る
の
は
、
下 森

初
芳 

マ
ウ
ン
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
／
栃
木
（
元
・
庚
申
山
荘
管
理
人
）庚申山荘

六林班峠（太田ハイキングクラブ提供。同会で
は、2017 年 7 月に鋸山から六林班峠間などに
道標の取り付けを実施）

庚庚申申山山荘荘
11445500mm

皇皇海海山山
22114433..66mm

11883355..99mm
女女山山

六六林林班班峠峠
11880066mm

11999988mm
11889922mm

11880088mm
庚庚申申山山

御御岳岳山山

駒駒掛掛山山薬薬師師岳岳

鋸鋸山山

袈袈裟裟丸丸山山
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沖
縄
本
島
の
北
半
分
は
山
国
で
あ

る
。
石
川
岳
か
ら
北
に
恩
納
岳
・
ブ
ー

ト
岳
・
熱
田
岳
・
久
志
岳
・
辺
野
古
岳
、

名
護
岳
、
八
重
岳
、
嘉
津
宇
岳
、
多

野
岳
、
塩
屋
富
士
、
ネ
ク
マ
チ
ジ
岳
、

玉
辻
山
、
伊
湯
岳
、
与
那
覇
岳
・
照

首
山
・
西
銘
岳
・
伊
部
岳
と
列
を
な

し
て
続
い
て
い
く
。
い
ず
れ
も
５
０
０

ｍ
に
も
満
た
な
い
低
山
で
あ
る
が
、

そ
こ
は
亜
熱
帯
の
島
、
ど
の
山
も
広

葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た
常
緑
の
深
い
森

を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
労
山
は
こ
れ
ら
の
山
々
へ
の

日
帰
り
山
行
を
毎
週
の
よ
う
に
楽
し

ん
で
い
る
。
願
わ
く
ば
石
川
岳
を
基

点
に
こ
れ
ら
連
山
を
数
日
か
け
て
縦

走
し
た
い
と
の
夢
が
あ
る
が
、
叶か

な

わ

ぬ
果
て
の
夢
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
奪
わ
れ
た
山
」
の
話
に
移

ろ
う
。
右
に
あ
げ
た
山
々
の
う
ち
、
恩

納
岳
・
ブ
ー
ト
岳
・
久
志
岳
・
辺
野

古
岳
の
４
山
は
、
沖
縄
戦
の
終
結
と

同
時
に
米
軍
が
そ
の
海
兵
隊
の
演
習

場
と
し
て
接
収
・
占
領
し
、
今
も
沖

縄
県
民
の
立
ち
入
り
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
恩
納
岳
、
久
志
岳
は
と
も
に

沖
縄
屈
指
の
美
し
い
山
で
あ
る
。
戦

後
７５
年
を
経
て
も
な
お
、
私
た
ち
は

そ
こ
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
実
に
や
る
せ
な
い
現
実
で

は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
事
情
ゆ
え
か
、
恩
納
岳

は
別
と
し
て
、
ブ
ー
ト
岳
・
久
志
岳
・

辺
野
古
岳
は
、
沖
縄
県
民
で
さ
え
そ

の
名
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
ま
た
、

山
と
渓
谷
社
刊
『
沖
縄
県
の
山
』（
新
・

分
県
登
山
ガ
イ
ド
４６
、
２
０
１
０
年
７

月
１０
日
初
版
第
１
刷
）
で
も
、
こ
の

４
山
の
紹
介
は
ま
っ
た
く
さ
れ
て
い

な
い
。

　
恩
納
岳
・
ブ
ー
ト
岳

　

恩
納
岳
は
沖
縄
本
島
の
中
部
に
位

置
す
る
山
で
、
名
山
と
し
て
古
く
か

ら
歌
に
も
詠
ま
れ
て
親
し
ま
れ
て
き

た
。
東
と
西
に
海
岸
ま
で
緩
や
か
に

伸
び
た
山
稜
の
線
が
美
し
い
。
標
高

は
３
６
３
ｍ
に
す
ぎ
な
い
が
、
ど
の

角
度
か
ら
み
て
も
泰
山
を
思
わ
せ
る

風
格
が
あ
る
。 

　

と
こ
ろ
が
、
米
軍
は
戦
後
、
恩
納

岳
・
ブ
ー
ト
岳
周
辺
５
４
７
２
㎢
を

海
兵
隊
の
軍
用
地
と
し
て
接
収
し
、

１
９
５
７
年
、
そ
の
東
側
の
金
武
町
に

「
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
」
を
設
営
し

た
。
以
後
「
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
」

で
は
、
各
種
銃
器
の
実
弾
を
用
い
た

射
撃
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、

恩
納
岳
と
隣
の
ブ
ー
ト
岳
に
は
「
着
弾

区
域
」
に
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ

り
、
こ
こ
に
１
５
５
ミ
リ
榴り

ゅ
う

弾だ
ん

砲ほ
う

を

頻
繁
に
撃
ち
込
ん
で
い
た
。
本
土
復

帰
後
も
撃
ち
込
み
は
行
わ
れ
て
い
る
。

砲
弾
の
炸
裂
、
あ
る
い
は
山
林
火
災
で

亜
熱
帯
樹
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
広
大

な
森
は
削
り
と
ら
れ
、
赤
い
山
肌
が

露
出
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

射
撃
訓
練
は
県
道
を
封
鎖
し
て
行
う

も
の
で
、
こ
れ
は
沖
縄
県
民
の
激
し

い
怒
り
を
呼
び
、
１
９
９
７
年
以
降

は
中
止
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

中
石　
求　

は
な
い
か
だ
コ
ザ
／
沖
縄

キャンプ・ハンセンから望む恩納岳（左）とブート岳（右）
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恩
納
岳
の
山
稜
が
西
に
入
る
恩
納

海
岸
は
、
一
年
を
通
し
て
国
内
外
の

観
光
客
が
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
有
数

の
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
。
美
し
い
海
岸
線
と

ビ
ー
チ
が
魅
力
で
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
が
林
立
し
て
お
り
、
恩
納
岳
の
容

姿
も
華
を
そ
え
て
い
る
。
だ
が
、
国

道
５８
号
線
を
隔
て
た
道
向
こ
う
は
米

軍
の
実
弾
演
習
場
で
、
恩
納
岳
も
囲

わ
れ
て
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
米

軍
の
演
習
場
と
背
中
合
わ
せ
の
南
国

リ
ゾ
ー
ト
。
沖
縄
な
ら
で
は
の
皮
肉

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
は
な
い
か
。

　
久
志
岳
・
辺
野
古
岳

　

名
護
市
辺
野
古
の
米
軍
海
兵
隊
基

地
「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
は
、

２
０
７
８
１
㎢
の
広
大
な
土
地
を
戦

後
す
ぐ
に
軍
用
地
と
し
て
接
収
・
占

領
し
て
設
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は

海
兵
隊
の
実
弾
演
習
場
で
、
そ
の
真

ん
中
に
標
高
３
５
１
ｍ
の
久
志
岳
と

３
３
２
ｍ
の
辺
野
古
岳
が
あ
た
か
も

兄
弟
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

久
志
岳
の
凛り

り々

し
く
天
を
突
く
山
容

は
ハ
ッ
と
さ
せ
る
美
し
さ
が
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
東
麓
で
は
い
つ
も
銃
声

が
響
き
、
実
弾
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

私
た
ち
が
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

い
ま
「
辺
野
古
」
は
世
間
の
耳
目

を
集
め
て
い
る
。
日
本
政
府
と
沖
縄
、

あ
る
い
は
政
府
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係

性
が
問
わ
れ
る
際
に
必
ず
持
ち
上
が

る
地
名
に
な
っ
て
い
る
。「
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
も
全
国
的
に
そ
の
名

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

「
辺
野
古
」
と
い
う
の
は
辺
野
古
岳
で

は
な
く
、
辺
野
古
岳
か
ら
真
正
面
に

望
め
る
海
の
こ
と
で
あ
る
。
米
軍
の

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
と
し
て
、

「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
沖
の
海

を
埋
め
立
て
て
新
た
に
飛
行
場
を
建

設
し
て
米
軍
に
提
供
す
る
こ
と
の
是

非
を
め
ぐ
っ
て
の「
辺
野
古
」で
あ
る
。

一
方
、
辺
野
古
の
山
で
あ
る
久
志
岳
・

辺
野
古
岳
は
、
す
で
に
７５
年
前
に
米
軍

に
奪
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
ま
た
、

今
度
は
日
本
政
府
が
、
辺
野
古
の
海

ま
で
奪
お
う
と
す
る
暴
挙
に
出
て
い

る
こ
と
を
沖
縄
県
民
は
悲
し
ん
で
い

る
。「
辺
野
古
」
の
山
の
現
状
も
知
っ

て
ほ
し
い
と
の
気
持
ち
で
、
久
志
岳
・

辺
野
古
岳
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
久
志
岳
に
一
時
期
入
山

し
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
。
久
志
岳

の
西
麓
方
面
の
米
軍
の
管
理
は
も
と

も
と
緩
や
か
だ
っ
た
。
こ
れ
幸
い
と
沖

縄
労
山
は
２
０
０
８
年
頃
か
ら
度
々

入
山
し
て
山
頂
ま
で
山
行
を
楽
し
ん

で
い
た
。
当
初
は
防
衛
施
設
局
も
「
お

お
っ
ぴ
ら
に
し
な
い
よ
う
に
」
と
だ

け
言
っ
て
こ
れ
を
黙
認
し
て
い
た
が
、

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
瞬
く
間
に
知
れ
わ

た
り
、
旅
行
会
社
の
久
志
岳
登
頂
ツ

ア
ー
ま
で
組
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
が
防
衛
施
設
局
の
管
理
強
化
を
呼

び
、
２
０
１
６
年
以
降
は
ま
た
入
山

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

久志岳（左）と辺野古岳（右）

恩納海岸から望む恩納岳
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GW 時期は冬山並みの風雪に要注意

　

今
月
は
低
気
圧
を
取
り
上
げ
る
。

低
気
圧
と
言
え
ば
、
普
通
は
「
温
帯

低
気
圧
」
を
指
す
が
、
一
口
に
温
帯

低
気
圧
と
言
っ
て
も
実
は
い
く
つ
か

種
類
が
あ
り
、
悪
天
候
の
傾
向
に
も

異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
の
低
気
圧
の

実
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　

最
初
は
、
前
線
を
伴
う
「
一
般
的

な
温
帯
低
気
圧
」。
図
１
は
昨
年
４

月
２７
日
の
天
気
図
だ
が
、
関
東
の
東

に
あ
る
低
気
圧
が
そ
れ
だ
。
一
般

的
な
温
帯
低
気
圧
は
、
寒
気
と
暖
気

が
接
し
て
温
度
差
が
大
き
く
な
っ
て

き
た
場
合
、
そ
こ
に
上
空
の
ジ
ェ
ッ

ト
気
流
な
ど
の
条
件
が
加
わ
っ
て
発

生
・
発
達
す
る
。

　

天
気
図
の
右
側
に
上
空
の
気
温
を

示
し
た
。
低
気
圧
の
東
側
で
気
温
が

高
く
、
西
側
で
低
く
な
っ
て
い
て
、

寒
気
と
暖
気
の
境

に
低
気
圧
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

低
気
圧
の
周
囲
は

反
時
計
回
り
に
風

が
吹
く
の
で
、
低

気
圧
の
東
側
で
温

暖
な
空
気
が
南
寄

り
の
風
に
よ
っ
て

北
上
し
、
西
側
で

は
北
寄
り
の
風
で

寒
気
が
南
下
し
て

い
る
。
Ｇ
Ｗ
時
期

は
特
に
低
気
圧
の

通
過
後
の
北
風
に

よ
る
気
温
の
低
下

と
冬
山
並
み
の
風

雪
に
要
注
意
だ
。

こ
の
と
き
も
４
月

２７
～
２８
日
に
か
け
て
北
ア
ル
プ
ス
の

立
山
や
北
ノ
俣
岳
で
遭
難
事
故
が
起

き
て
い
る
。

　

低
気
圧
が
接
近
す
る
と
、
一
方
向

に
掃
い
た
よ
う
な
高
い
巻
雲
が
現

れ
、
や
が
て
空
全
体
を
覆
う
よ
う
に

な
り
、
次
第
に
雲
が
厚
く
、
低
く
な

る
と
、
雨
や
雪
に
な
る
。
山
で
は
、

上
空
の
雲
と
は
別
に
下
界
の
方
に
も

層
雲
が
現
れ
る
こ
と
が
多
く
、
両
方

の
雲
が
次
第
に
厚
み
を
増
し
て
合
体

し
て
、
山
全
体
が
霧
に
包
ま
れ
本
格

的
な
悪
天
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
天

気
は
時
間
と
と
も
に
悪
化
し
て
い

く
。
山
の
稜
線
で
は
、
晴
れ
て
い
て

も
低
気
圧
が
近
づ
い
て
く
る
と
西
の

空
が
白
っ
ぽ
く
な
る
の
で
、
低
気
圧

の
雲
の
接
近
を
数
時
間
前
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
低
気
圧
の
構
造
や
雲

の
分
布
に
つ
い
て
は
、
解
説
し
て
い

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
多
く
あ
る
の
で

参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　
上
空
の
寒
気
が
あ
っ
て
も

　
低
気
圧
が
描
か
れ
な
い

　

次
の
タ
イ
プ
は
、
上
空
に
強
い
寒

気
を
持
つ
低
気
圧
で
「
寒
冷
低
気
圧
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
図
２
の
天
気
図

で
日
本
海
中
部
の
低
気
圧
が
そ
れ

だ
。
右
に
上
空
の
気
温
を
示
し
た
が
、

「
一
般
的
な
温
帯
低
気
圧
」
と
は
違
っ

て
低
気
圧
と
重
な
る
よ
う
に
上
空
に

強
い
寒
気
が
あ
る
。
寒
冷
低
気
圧
の

勢
力
圏
で
は
上
空
の
寒
気
の
た
め
大

第 2 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

図 1　2019 年 4 月 27 日の天気図（左）と上空 700hPa（約 3000m）の気温

低気圧（関東東南、1002hPa）は寒気と暖気の境にある。低気圧の西側で寒気が南下。
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気
が
不
安
定
に
な
り
、
雷
や
に
わ
か

雨
な
ど
天
気
が
急
変
す
る
危
険
が
あ

る
。
図
２
の
と
き
に
も
北
陸
か
ら
東

北
地
方
で
雹ひ

ょ
う

の
降
っ
た
と
こ
ろ
も
多

か
っ
た
。
寒
冷
低
気
圧
は
前
線
を
伴

わ
な
い
の
が
特
徴
だ
。
低
気
圧
の
特

に
南
東
側
で
天
気
が
悪
い
場
合
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
強

風
帯
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、
山
で
は

急
に
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

　

ま
た
、
上
空
の
寒
気
が
あ
っ
て
も

天
気
図
に
低
気
圧
が
描
か
れ
な
い
場

合
も
多
い
。
図
３
が
昨
年
５
月
４
日

の
天
気
図
で
日
本
付
近
は
高
気
圧
に

覆
わ
れ
低
気
圧
は
な
い
が
、
上
空
の

気
温
を
み
る
と
強
い
寒
気
が
入
っ
て

い
た
。
筆
者
は
当
日
、筑
波
山
に
登
っ

て
い
た
。
筑
波
は
絶
好
の
好
天
だ
っ

た
が
、
神
奈
川
県
の
丹
沢
で
は
落
雷

で
１
名
死
亡
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
寒
冷
前
線
に
つ
い
て
触

れ
た
い
。
図
４
の
天
気
図
で
は
東
日

本
を
寒
冷
前
線
が
縦
貫
し
て
い
る

が
、
春
や
秋
は
日
本
列
島
の
北
を
低

気
圧
が
通
過
す
る
場
合
に
は
、
こ
の

よ
う
な
南
北
に
長
く
延
び
る
寒
冷
前

線
が
西
か
ら
東
に
通
過
す
る
と
き
が

あ
る
。
寒
冷
前
線
が
近
づ
く
と

天
気
が
悪
化
し
、
通
過
後
は
気

温
が
降
下
し
強
風
に
な
る
。
寒

冷
前
線
の
通
過
前
に
は
「
一
般

的
な
温
帯
低
気
圧
」
の
接
近
時

の
よ
う
な
巻
雲
が
現
れ
る
こ
と

が
多
い
。

　

Ｇ
Ｗ
時
期
の
天
気
図
を
み
て

き
た
が
、
こ
の
時
期
は
夏
日
や

真
夏
日
の
便
り
も
届
く
一
方
、

上
空
に
は
２
月
末
～
３
月
並
み

の
寒
気
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

必
ず
あ
り
、
変
化
の
幅
が
大
き

い
。
天
気
予
報
で
低
気
圧
や
寒

気
に
注
意
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
晴
れ
て
気
温
が
上
昇
し
た

と
き
も
、
雪
山
で
は
前
号
で
紹

介
し
た
よ
う
に
雪
質
変
化
が
危

険
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。

図 2　2013 年 4 月 26 日の天気図（左）と上空 700hPa（約 3000m）の気温

図 3　2019 年 5 月 4 日の天気図（左）と上空 500hPa（約 5500m）の気温

図 4　2016 年 5 月 4 日の天気図（左）と上空 700hPa（約 5700m）の気温

低気圧（日本海、1000 ｈ Pa）は強い上空の寒気のほぼ中央にある。

関東は北海道から延びる強い寒気の勢力圏にあるが、天気図ではわからない。

南北に貫く寒冷前線が東日本を東進している。前線の前後で気温の違いがある。
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本
誌
・
酒
井
正
裕

 

雪
崩
埋
没
者
の
掘
り
出
し

―
掘
り
出
し
こ
そ
が
レ
ス
キ
ュ
ー
の
核
心
―

　

登
山
者
が
雪
崩
で
完
全
埋
没
し
た

場
合
、
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
（「
雪
崩
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
」
と
も
い
う
）
で
の
捜

索
５
分
、
掘
り
出
し
１０
分
が
救
助
の

時
間
的
な
目
安
で
す
。
雪
崩
ビ
ー
コ

ン
の
性
能
を
踏
ま
え
る
と
、
単
独
埋

没
で
あ
れ
ば
５
分
以
内
に
探
し
出
す

こ
と
は
通
常
で
は
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、掘
り
出
し
は
、

そ
の
時
々
の
条
件
や
捜
索
者
が
慣
れ

て
い
る
か
否
か
で
、
時
間
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
雪
崩

埋
没
者
の
救
助
は
、
効
率
的
な
掘
り

出
し
こ
そ
が
核
心
な
の
で
す
。
そ
の

点
で
、
以
前
の
雪
崩
講
習
は
雪
崩
ビ
ー

コ
ン
の
操
作
そ
の
も
の
に
関
心
が
高

く
、
い
わ
ば
「
宝
探
し
」
だ
け
で
終

わ
り
、
掘
り
出
し
へ
の
関
心
が
低
か
っ

た
こ
と
は
致
命
的
で
し
た
。

　

連
載
最
後
の
今
回
は
、
登
山
者
の

掘
り
出
し
方
法
（
基
本
形
）
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
が
、
講
習
に
携
わ
る
私

た
ち
自
身
も
経
験
を
積
ん
で
、
更
に

検
討
・
改
良
し
て
い
く
余
地
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
掘
り
出
し
の
手
順

①
プ
ロ
ー
ブ
ヒ
ッ
ト
し
た
ら
、
下
流

側
に
シ
ャ
ベ
ル
の
長
さ
（
８０
㎝
程
度
）

の
間
隔
で
一
列
に
並
ぶ
。

②
先
頭
は
プ
ロ
ー
ブ
に
沿
っ
て
Ｕ
字

形
（
幅
１
・
５
～
２
ｍ
）
に
切
り
込

み
を
入
れ
て
掘
り
始
め
る
。

③
先
頭
以
外
の
者
は
、
左
右
に
壁
を

作
る
イ
メ
ー
ジ
で
掘
り
進
む
と
と
も

に
、
パ
ド
ル
で
漕
ぐ
よ
う
に
雪
を
下

方
に
掻
き
出
す
。

④
先
頭
は
３
～
４
分
を
目
途
に
声
を

か
け
て
、
時
計
回
り
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
交
替
す
る
（
２
番
目
が
先
頭
に

移
動
し
、
先
頭
は
最
後
尾
に
移
動
す

る
）。

⑤
埋
没
者
を
発
見
し
た
ら
、

先
頭
は
救
命
救
急
に
長
け
て

い
る
者
２
名
を
優
先
し
て
固

定
配
置
し
、
そ
の
２
人
は

シ
ャ
ベ
ル
を
短
く
し
、
フ
ー

ド
を
被
り
、
肩
と
肩
を
合
わ

せ
て
膝
を
つ
き
掘
り
進
め

る
。
埋
没
者
の
呼
吸
確
保
の

た
め
、
ど
の
方
向
に
頭
部
が

あ
る
か
を
見
極
め
、
頭
部
と

上
半
身
の
掘
り
出
し
を
優
先

す
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
プ

ロ
ー
ブ
は
抜
い
て
も
よ
い
。

⑥
掘
り
出
し
を
行
う
３
・
４

番
目
の
者
は
、
両
側
の
雪
面

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
先
頭
が
掘
り

出
し
た
雪
を
下
方
に
掻
き
出
す
。

⑦
掘
り
出
し
を
行
う
５
・
６
番
目
の
者

は
、
さ
ら
に
下
方
へ
雪
を
掻
き
だ
す
。

⑧
先
頭
の
２
人
は
埋
没
者
の
頭
部
を

掘
り
出
し
、
呼
吸
空
間
を
確
保
す
る
。

⑨
先
頭
の
２
人
は
埋
没
者
の
胸
の
上

の
雪
を
取
り
除
く
。

⑩
先
頭
の
２
人
は
埋
没
者
の
全
身
を

横
穴
状
に
掘
り
進
み
、
埋
没
者
を
横

方
向
に
引
き
出
す
。

掘り出しの概要

掘り出しのイメージ（断面図）

最終回
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カ
ト
マ
ン
ズ
と
ポ
カ
ラ
を
結
ぶ
ハ

イ
ウ
ェ
ー
上
に
あ
る
ド
ゥ
ム
レ
の
町

よ
り
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ

沿
い
へ
と
分
け
入
る
マ
ナ
ン
街
道
に

は
多
く
の
活
断
層
温
泉
が
あ
る
。
今

回
は
、
古
く
か
ら
熱
め
の
湯
と
し
て

有
名
だ
っ
た
ジ
ャ
ガ
ト
の
湯
（
旧
湯

槽
）
へ
浸
か
り
に
行
っ
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

　

夏
場
は
ホ
タ
ル
も
飛
び
交
う
ベ
シ

サ
ハ
ー
ル
の
町
を
出
発
し
た
ロ
ー
カ

ル
バ
ス
は
、
田
園
風
景
の
中
を
抜
け

て
渓
谷
へ
と
入
り
、
ジ
ャ
ガ
ト
で
折

り
返
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
こ

の
先
道
幅
が
狭
く
な
り
、
ジ
ー
プ
し

か
通
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。ジ
ャ

ガ
ト
の
村
に
着
い
た
ら
周
り
の
山
の

斜
面
を
眺
め
て
ほ
し
い
。
目
も
眩く

ら

む

よ
う
な
高
台
の
急
傾
斜
に
山
上
集
落

を
形
成
し
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
人
の

た
ゆ
み
な
い
努
力
の
積
み
重
ね
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
山
上
集

落
の
村
人
も
山
を
降
り
て
利
用
し
て

い
る
の
が
、
ジ
ャ
ガ
ト
の
湯
だ
。

　

村
は
ず
れ
か
ら
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
・

コ
ー
ラ
の
河
原
へ
降
り
始
め
た
中
腹

と
言
っ
て
、
新
し
い
湯
殿
へ
入
ら
な
い

根
強
い
フ
ァ
ン
も
い
る
そ
う
だ
。

　

私
も
１
９
８
９
年
の
冬
期
ピ
サ
ン

ピ
ー
ク
（
６
０
９
１
ｍ
）
隊
の
帰
路

に
湯
治
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
頃
と
変
わ
ら
ぬ
懐
か
し
さ
に
心
惹ひ

か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
何
し
ろ
シ
ェ

ル
パ
は
熱
い
湯
槽
に
浸
か
る
の
が
大

嫌
い
で
、
湯
上
が
り
の
ビ
ー
ル
を
賭

け
た
が
、彼
ら
は
３０
秒
と
も
た
な
か
っ

に
あ
り
、
バ
ス
停
か
ら
１５
分
ほ
ど
か

か
る
が
、
新
し
い
湯
殿
が
で
き
て
か

ら
は
湯
治
客
も
ま
ば
ら
に
な
り
、
今

は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

源
泉
の
温
度
は
今
も
６１
・
３
℃
を
保
っ

て
お
り
、
湯
槽
で
４８
℃
と
熱
め
の
湯

が
健
在
で
あ
る
。
日
本
の
銭
湯
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
よ
う
な
湯
は
、
茶
褐
色

で
イ
オ
ン
が
多
く
疲
れ
が
と
れ
て
血

行
が
良
く
な
り
神
経
痛
が
緩
和
す
る

た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
ら
に
、
手

の
ひ
ら
を
組
ん
で
お
湯
鉄
砲
を
食
ら

わ
す
と
、湯
槽
か
ら
飛
び
出
し
て
行
っ

た
の
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
た
。
さ
ぁ
、
私
も
あ
の
頃
に

戻
っ
て
も
う
一
度
浸
か
っ
て
み
る
と

し
よ
う
。
年
を
と
っ
た
分
、
我
慢
強

く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
到

底
お
湯
の
力
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
ず
、

熱
の
逃
げ
な
い
時
間
が
し
ば
ら
く
続

い
た
。
一
生
に
一
度
は
浸
か
っ
て
み

た
い
重
厚
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
湯
で
あ
る
。

石原裕一郎  杉並山の会／東京

2

カトマンズ

ドゥムレ

ドゥムレ
ベシハサール ポカラ

マナン
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氷
河
も
な
く
、
世
界
遺
産
に
押
さ

れ
る
よ
う
な
特
別
な
植
生
や

生
物
も
い
な
い
遠
山
郷
で
、
一
体
何

を
と
訝い

ぶ
か

し
が
ら
れ
る
の
が
落
ち
な
の

だ
が
、
少
な
く
と
も
中
緯
度
温
帯
の

植
生
の
発
達
し
た
山
で
、
わ
ざ
わ
ざ

厳
格
に
エ
コ
登
山
を
施
行
し
た
い
の

で
あ
る
。

　

日
本
の
山
は
多
彩
で
、
異
な
る
地

質
で
山
容
も
植
生
も
変
わ
る
。
大
陸

か
ら
分
離
し
た
日
本
列
島
は
隆
起
が

進
み
、
火
山
活
動
が
盛
ん
と
な
り
、

多
雪
強
風
の
気
象
か
ら
高
山
植
物
も

ラ
イ
チ
ョ
ウ
も
残
り
、
豊
か
な
自
然

が
生
ま
れ
た
。
１
万
数
千
年
前
か
ら

多
大
な
恩
恵
を
大
自
然
か
ら
享
受
し

て
き
た
我
が
民
族
に
は
、
危
機
感
と

し
て
地
球
規
模
の
気
候
大
変
動
や
そ

れ
に
伴
う
温
暖
化
を
理
解
し
難
い
の

で
あ
っ
て
、
環
境
の
厳
し
い
高
緯
度

に
暮
ら
す
欧
米
の
人
々
の
そ
れ
と
は

雲
泥
の
差
が
あ
る
。

　

南
ア
赤
石
山
系
最
南
部
に
は
頂
上

に
ま
で
迫
る
森
林
や
、
太
古
の
原
風

景
が
あ
る
。
そ
こ
は
、
人
間
蘇
生
の

聖
域
と
も
い
う
べ
き
別
世
界
で
、
精

霊
の
棲す

ま
う
深
山
で
あ
る
。
そ
こ
に

76

本格的なエコ・登山の実践を 本格的なエコ・登山の実践を ―その 2――その 2―

　世界遺産である白神山地や屋久島の山々、国立公園の多くの山岳地域で、　世界遺産である白神山地や屋久島の山々、国立公園の多くの山岳地域で、排排
はいせつぶつはいせつぶつ

泄物泄物のテイクアウトをのテイクアウトを
掲げているのは利尻山などほんの一部である。我が国は未だ掛け声だけ、自然相手に本格的なエコを掲げているのは利尻山などほんの一部である。我が国は未だ掛け声だけ、自然相手に本格的なエコを
実践するには、北アルプスや八ヶ岳周辺は施設が整い過ぎている。実践するには、北アルプスや八ヶ岳周辺は施設が整い過ぎている。
　“残すものは足跡だけ”をゴミとトイレに関するライフスタイルのひとつとして、自然への礼儀と思　“残すものは足跡だけ”をゴミとトイレに関するライフスタイルのひとつとして、自然への礼儀と思
い多くの地域で実践してほしいものだ。しかし、自然を傷つけないための厳格な決まりがあるわけでなく、い多くの地域で実践してほしいものだ。しかし、自然を傷つけないための厳格な決まりがあるわけでなく、
また規則に対するペナルティーもなくまた規則に対するペナルティーもなく、、本格派といえるエコ登山は日本本格派といえるエコ登山は日本、、ましてや世界にもましてや世界にも稀稀

まれまれ

であろう。であろう。

エ
コ
登
山
の
イ
メ
ー
ジ
図

エ
コ
登
山
の
イ
メ
ー
ジ
図
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題
は
山
積
み
、
ガ
イ
ド
や
ポ
ー
タ
ー

の
成
り
手
は
？
…
実
行
部
隊
は
？ 

…

高
齢
者
も
若
者
も
、
笑
い
な
が
ら

楽
し
く
生
活
が
営
め
る
遠
山

郷
づ
く
り
、
不
可
能
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
じ
っ
く
り
と
私
の
考

え
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
こ

の
２
カ
月
、
エ
コ
観
光
登
山
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
と
整
備
計
画
立
案
に

７
回
の
会
合
で
４０
人
弱
、
地
域
の
合

意
形
成
と
協
力
関
係
の
構
築
で
１６
回

の
会
合
等
で
８０
人
強
、
行
政
機
関
と

の
折
衝
、
許
認
可
及
び
協
働
で
、
市

長
は
じ
め
各
行
政
機
関
の
長
、
担
当

者
…
地
元
行
政
機
関
等
７
回
の
会
合

で
３０
人
に
会
っ
た
。
地
元
で
の
説
明

講
演
会
に
は
約
７０
人
が
、最
後
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
で
付
き
合
っ
て
く
れ

た
。

　

格
差
の
あ
る
国
立
公
園
、
で
も
、

発
想
の
持
ち
方
と
何
を
売
り
物
す
る

か
で
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
は
で
き
、

単
価
も
上
が
る
。「
今
ま
で
や
り
た
く

て
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
で
き

そ
う
な
気
が
す
る
」
と
い
う
人
が
何

人
も
出
て
き
た
。
登
山
Ｂ
Ｃ
の
お
も

て
な
し
に
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

核
と
し
た
文
化
融
合
の
お
も
て
な
し

観
光
で
、
感
動
を
覚
え
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
で
あ
る
。
時
間
を
か
け
て
、

人
、
食
、
住
、
暮
ら
す
よ
う
な
旅
を

売
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得

を
目
指
す
。
こ
れ
は
遠
山
郷
の
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
、
言
い
換
え
れ
ば
日
本
の

将
来
の
姿
を
占
う
の
で
あ
る
。

　

何
も
な
い
良
さ
を
価
値
あ
る
も
の

に
変
え
る
の
は
人
智
の
な
せ
る
業
、

斬
新
な
発
想
で
先
行
投
資
要
ら
ず
の

「
循
環
」す
る
域
内
経
済
が
要
で
あ
る
。

消
費
・
調
達
・
投
資
も
継
続
的
好
環

境
を
産
む
高
齢
者
社
会
に
馴な

じ染
む
安

定
指
向
と
思
う
。
遠
山
郷
は
こ
こ
１０

年
間
で
３
割
も
人
口
が
減
り
、
山
麓

に
住
ま
う
住
民
は
高
々
１
８
０
０
人

ほ
ど
、
そ
れ
も
高
齢
者
が
殆ほ

と
ん

ど
で
あ

る
。
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
も
増
え

て
は
き
た
が
、
大
き
な
戦
力
に
な
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
を
担
う
ま
で
の

ま
と
ま
り
は
な
い
。
た
だ
、
若
者
と

バ
カ
者
、
そ
し
て
、
よ
そ
者
は
変
革

に
は
大
い
に
役
立
つ
、
時
間
を
か
け

話
し
合
い
た
い
。
老
若
一
緒
に
世
代

間
格
差
を
乗
り
越
え
、
解
決
力
を
養

う
こ
と
が
早
急
の
課
題
だ
ろ
う
。
問

岳
周
辺
の
国
立
公
園
を
蘇

よ
み
が
え

ら
せ
、
エ

コ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
志
の
高
い
登
山

者
が
訪
れ
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
る
。一気

に
数
倍
も
の
登
山
客
は
い

ら
な
い
。
定
め
ら
れ
た
ル
ー

ト
に
１
回
で
何
人
と
規
制
す
る
の
も
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
則
す
。
す

で
に
林
業
も
廃
れ
、
第
一
次
産
業
も

従
事
者
が
減
り
、
高
齢
者
社
会
で
、

で
き
る
改
革
は
他
に
な
い
。
登
山
を

こ
そ
エ
コ
に
徹
す
る
理
由
が
あ
り
、

豊
か
な
自
然
が
ヒ
ト
の
排
泄
物
を
容

易
に
分
解
す
る
と
い
う
の
は
思
い
込

み
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
エ

コ
登
山
は
価
値
あ
る
行
動
と
い
え
る
。

　

頂
上
も
見
え
ず
、
何
も
な
い
山
深

さ
に
人
は
魅
か
れ
な
い
？　

思
い
を

馳
せ
る
の
は
深
田
百
名
山
の
達
成
意

識
だ
け
？　

小
屋
も
な
い
登
山
路
に

は
携
帯
ト
イ
レ
こ
そ
相
応
し
い
の
だ
。

こ
の
意
識
改
革
こ
そ
が
、
聖
岳
、
光

登山口までは林業遺産の軌道を歩こう登山口までは林業遺産の軌道を歩こう

梨元停車場からテント場の想定地と山頂の関係梨元停車場からテント場の想定地と山頂の関係
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韓国岳から見る高千穂の峰（2019 年 4 月　山ぼうし）

槍ヶ岳、西鎌尾根を行く（2019 年 8 月　さんぽの会）

新規加盟団体の紹介

の
利
く
山
岳
会
だ
。

一
歩
二
歩
か
ら
山
歩
き
へ

さ
ん
ぽ
の
会
（
和
歌
山
）　

①
４
名

②
中
田
文
子
（
代
表
）

③
２
０
１
９
年
３
月　

　

２
０
１
７
年
３
月
、
約
４０
年
の
歴

史
を
紡
い
で
き
た
田
辺
労
山
が
解

散
。
そ
の
後
「
や
っ
ぱ
り
山
の
仲
間

が
欲
し
い
ね
」
と
、
そ
の
残
党
（
？
）

と
友
人
で
発
足
さ
せ
た
。
ウ
ォ
ー
キ

　

昨
年
、
都
職
山
の
会
が
解
散
し
、

有
志
で
新
た
に
設
立
し
た
。
月
例
山

行
は
、
昨
年
４
月
奥
多
摩
・
生
藤
山

に
て
お
花
見
山
行
、
５
月
奥
多
摩
養

沢
周
辺
に
て
天
ぷ
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
、

９
月
上
信
越
・
白
砂
山
、
１１
月
西
上

州
・
大
岩
と
碧
岩
、
今
年
２
月
富
士

見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
に
て
ア
イ
ス

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
ス
キ
ー
等
を
実
施

し
た
。

山
で
何
を
楽
し
む
か
？

～
楽
し
い
か
ら
始
め
る
～

Ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
（
京
都
）　

①
６
名

②
高
岩
光
（
会
長
）

③
２
０
１
９
年
４
月　

　

私
た
ち
の
会
で
は
、
山
を
始
め
る

人
々
を
お
誘
い
し
、
山
の
楽
し
み
方

や
魅
力
を
た
く
さ
ん
伝
え
、
労
山
の

リ
ソ
ー
ス
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
系
・
ハ
イ

キ
ン
グ
・
自
然
保
護
・
等
）
に
ア
ク
セ

ス
し
て
も
ら
い
、
山
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
、
山
を
楽
し
む
プ
ロ
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ン
グ
か
ら
山
歩
き
へ
、
そ
し
て
、
２

～
３
泊
の
ア
ル
プ
ス
山
行
を
目
指
し

て
「
さ
ん
ぽ
の
会
」
と
名
付
け
た
。

時
に
は
元
田
辺
労
山
の
会
員
の
力
も

借
り
、
平
均
月
１
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。

四
季
を
通
し
て
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の

山
行
を
安
全
に
楽
し
む

東
京
岳
遊
会
（
東
京
）　

①
１２
名

②
飯
嶋
生
正
（
会
長
）

③
２
０
１
９
年
３
月　

小
さ
な
山
岳
会

山
ぼ
う
し
（
埼
玉
）　

①
３
名

②
中
島
美
紀
（
会
長
）

③
２
０
１
９
年
２
月　

　

登
山
歴
１０
年
前
後
の
３
名
で
創
立

し
た
山
岳
会
。
初
山
行
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
蝶
ヶ
岳
か
ら
の
展
望
を
満
喫

し
た
。
山
行
は
少
人
数
の
利
点
を
活

か
し
ま
め
に
会
合
、
全
国
の
登
り
た

い
山
の
ル
ー
ト
状
況
・
天
候
等
を
リ

サ
ー
チ
、
検
討
し
て
山
を
確
定
。
ま

た
、
登
攀
に
も
励
ん
で
い
る
小
回
り

①会員数　②代表者　③加盟　

22



京都、愛宕山山頂近くでの廃墟探検（Lantan）

の
５
人
。
お
医
者
様
よ
り
歩
い
て
筋

肉
を
つ
け
る
の
が
一
番
と
勧
め
ら
れ

た
。
万
が
一
の
時
の
た
め
に
労
山
基

金
に
加
入
し
た
方
が
良
い
か
な
と
い

う
意
見
が
出
て
会
を
立
ち
上
げ
、
和

歌
山
県
連
盟
に
加
盟
し
た
。
月
に
1

回
み
ん
な
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
を
出

し
合
っ
て
山
行
を
し
て
い
る
。
心
得
、

マ
ナ
ー
、
服
装
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、

自
然
の
中
で
、
歩
く
こ
と
の
喜
び
、

感
動
、
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
仲
間
た
ち
の
会
。
こ
れ
か
ら

も
天
気
よ
し
、
花
よ
し
、
景
色
よ
し
、

メ
ン
バ
ー
よ
し
の
山
歩
き
を
全
員
が

願
っ
て
い
る
。

※
新
規
加
盟
団
体
の
紹
介
は
３２
ペ
ー

ジ
に
続
く

は
じ
め
ま
し
て
山
登
り

山
の
会 

ク
ロ
ー
バ
ー
（
千
葉
）

①
５
名

②
荒
井
美
穂
（
代
表
）

③
２
０
１
９
年
６
月　

　

体
操
教
室
の
仲
良
し
３
人
組
で
設

立
。
講
師
兼
ク
ロ
ー
バ
ー
代
表
荒
井

を
中
心
に
、
毎
週
、
体
操
教
室
で
ス

ト
レ
ッ
チ
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
お
り
、
室
内
か
ら
外
へ
、
山
へ

と
目
標
を
持
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

き
た
ら
と
、
会
を
立
ち
上
げ
た
。
活

動
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
一
歩
ず
つ
進

み
た
い
と
思
う
。

足
・
腰
に
優
し
く

花
を
追
い
も
と
め
て
山
を
歩
く

ハ
ハ
コ
グ
サ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
和
歌
山
）

①
５
名

②
堺
和
子
・
成
盛
（
代
表
）

③
２
０
１
９
年
９
月　

　

膝
・
腰
の
痛
い
平
均
年
齢
約
７０
歳
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労山６０年
　2020 年 2 月 15 日～ 16 日、東京都内（ホテルコンチネンタル府中）で
39 地方連盟から 68 名の代議員と全国連盟役員など 115 名が出席し、第
34 回全国総会を開催した。来賓の日本山岳・スポー
ツクライミング協会の八木原圀明会長、日本ヒマラ
ヤ協会の伊藤満理事長、HAT-J の神崎忠男会長、新
日本スポーツ連盟の石川正三理事長の 4 方から祝辞
を頂戴した。主要な議題として、組織の強化と拡大
を目指す活動、重大事故をなくす安全登山教育、山
岳自然保護活動、登山文化を発展させる取り組みに
ついて討議を行った。 新日本スポーツ連盟

石川正三理事長

組織拡大の取り組みを報告
北海道道央・早坂直樹代議員

　
組
織
の
強
化
と
拡
大

　

全
国
労
山
の
会
員
数
は
、
前
年
よ

り
７
団
体
・
５
６
４
名
の
減
少
で
１

８
２
３
８
名
と
な
っ
た
。
そ
の
原
因

は
、
①
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
会
運

営
が
困
難
に
な
り
会
を
解
散
す
る
、

②
４０
～
９０
名
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
会
が
労
山
の
理
念
を
共
有
で
き
ず

に
脱
退
す
る
、
③
連
盟
費
の
支
払
い

の
割
に
は
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
ず

去
っ
て
い
く
、
④
労
山
山
岳
事
故
対

策
基
金
よ
り
も
も
っ
と
安
い
ｊ
Ｒ
Ｏ

（
日
本
山
岳
救
助
機
構
会
員
制
度
）
な

ど
の
山
岳
保
険
に
魅
力
を
感
じ
て
抜

け
て
い
く
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

一
方
で
、
全
国
に
は
、
会
員
拡
大

で
頑
張
っ
て
い
る
会
・
ク
ラ
ブ
が
数

多
く
あ
り
、
新
た
に
加
盟
す
る
会
・

ク
ラ
ブ
も
あ
る
が
、
会
員
の
減
少
に

会
員
・
仲
間
の
拡
大
が
追
い
付
い
て

い
な
い
。

　

各
地
方
連
盟
の
代
議
員
か
ら
、
会

員
が
減
少
し
て
い
る
実
情
、
ま
た
、

会
員
拡
大
や
新
た
に
会
・
ク
ラ
ブ
を

設
立
し
て
仲
間
を
増
や
し
て
い
る
経

験
が
報
告
さ
れ
、「
仲
間
が
い
る
か
ら
、

登
山
が
で
き
る
」「
仲
間
が
い
る
か
ら
、

自
然
保
護
な
ど
の
い
ろ
ん
な
運
動
が

で
き
る
」
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

発
言
も
あ
り
、
労
山
の
仲
間
増
や
し

運
動
を
前
進
さ
せ
る
意
見
・
討
論
も

行
わ
れ
た
。

　

組
織
拡
大
の
方
針
と
し
て
、
労
山

の
魅
力
を
満
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
の
開
設

も
支
援
し
て
い
く
。
岡
山
や
北
海
道

の
会
で
会
員
拡
大
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
、
未
組
織
の
登
山
者
を
対
象
に

し
た
市
民
教
室
や
各
地
方
連
盟
で
開

催
し
て
い
る
技
術
講
習
会
・
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
な
ど
へ
の
支
援
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
重
大
事
故
を
な
く
す

　
安
全
登
山
教
育

　

安
全
対
策
の
問
題
で
は
、
昨
年
の

労
山
内
の
事
故
者
数
は
３
３
０
名
と

最
近
10
年
で
最
多
に
な
っ
た
。
反
面
、

死
亡
行
方
不
明
者
は
４
名
と
、
こ
こ

１０
年
で
一
番
少
な
か
っ
た
。
死
亡
事

故
は
減
少
し
た
も
の
の
、
事
故
件
数

は
減
少
傾
向
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

遭
難
事
故
の
減
少
を
目
指
す
た
め

の
も
の
と
し
て
、
コ
コ
ヘ
リ
（
Ａ
Ｕ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｃ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式

会
社
が
運
営
す
る
会
員
制
捜
索
ヘ
リ

サ
ー
ビ
ス
）
の
普
及
に
努
め
た
結
果
、

24



1 号議案を全員一致で可決

望
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
」
の

普
及
に
向
け
た
体
制
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
女
性
委
員
会
が
遭
対
部
・
ハ
イ

キ
ン
グ
委
員
会
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
今
後
は
新
設
の
委
員
会

と
し
て
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　
登
山
時
報
の
内
容
の
充
実
と

　
デ
ジ
タ
ル
化

　

登
山
時
報
に
期
待
す
る
こ
と
は
「
山

岳
事
故
・
遭
難
」
を
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
が
、
読
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。

愛
知
県
の
望
月
代
議
員
か
ら
、
具
体
的

な
掲
載
予
定
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
。
気
象
遭
難
に
関
す
る
連
載
を
３

月
号
か
ら
開
始
、
沢
事
故
の
座
談
会

を
６
～
７
月
号
に
連
載
、
山
岳
遭
難

事
例
に
関
す
る
連
載
を
６
月
号
か
ら

連
載
予
定
で
あ
る
こ
と
を
登
山
時
報

編
集
長
が
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
時
代
の
要
請
と
し
て
登
山
時

報
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
踏
み
切
る
。
具

体
的
に
は
、
こ
の
１
年
間
は
紙
媒
体

無
事
救
出
さ
れ
た
報
告
が
あ
っ
た
。
静

岡
の
代
議
員
か
ら
は
、
富
山
の
清し

ょ
う
ず
だ
け

水
岳

で
、
道
迷
い
遭
難
し
た
が
、
3
日
後
コ

コ
ヘ
リ
に
捜
索
を
要
請
、
ヘ
リ
が
飛

び
立
っ
て
２１
分
後
に
遭
難
者
２
名
を

発
見
で
き
て
事
な
き
を
得
た
と
い
う
、

コ
コ
ヘ
リ
の
威
力
を
実
感
し
た
例
が

紹
介
さ
れ
た
。
他
の
代
議
員
か
ら
も
、

更
に
普
及
を
進
め
る
た
め
、
安
全
対

策
基
金
か
ら
の
充
当
な
ど
で
安
く
手

に
入
る
よ
う
に
す
る
措
置
な
ど
の
要

と
電
子
登
山
時
報
の
２
本
建
て
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の

討
議
も
行
わ
れ
た
。
今
野
メ
デ
ィ
ア

局
長
は
、
新
た
な
予
算
建
て
は
な
い

こ
と
、
収
支
を
改
善
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
一
定
数
の

読
者
数
を
確
保
す
る
こ
と
、
紙
媒
体

を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
が
電
子
登
山

時
報
な
の
で
、
内
容
は
全
く
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
電
子
登
山

時
報
は
最
新
号
よ
り
タ
イ
ム
ラ
グ
を

置
い
て
見
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
で
、
連
盟
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
、

労
山
ニ
ュ
ー
ス
、
登
山
時
報
と
す
べ

て
が
電
子
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
山
岳
自
然
保
護
活
動

　

千
葉
・
安
彦
代
議
員
か
ら
は
、
昨

年
の
台
風
１９
号
に
よ
る
被
害
で
登
山

道
が
激
し
く
崩
壊
し
、
倒
木
な
ど
散

乱
し
て
登
山
道
に
入
れ
な
い
状
況
を

紹
介
、
他
団
体
と
協
力
し
て
房
総
の

整
備
を
行
っ
た
と
語
っ
た
。
同
じ
く

台
風
被
害
を
受
け
た
宮
城
・
岡
代
議

員
か
ら
は
、
石
巻
緑
の
ハ
イ
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
被
害
復
旧
、
倒
木
処
理
な

ど
に
全
国
の
労
山
会
員
の
応
援
を
え

て
復
旧
に
努
め
た
こ
と
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。

　
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
制
度
の
検
証

　

全
国
連
盟
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
制
度
の
教
訓
と
し
て
、
多

額
の
支
出
を
伴
う
制
度
の
発
足
に
あ

た
っ
て
は
、
慎
重
に
審
議
し
十
分
に

議
論
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
そ
の
他

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
被
災
者
支

援
制
度
に
関
し
て
、
茨
城
の
代
議
員

か
ら
は
、
南
相
馬
子
ど
も
の
つ
ば
さ

支
援
に
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
支
援
し

て
ほ
し
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
浦

添
理
事
長
は
、
被
災
者
支
援
制
度
の

発
足
に
あ
た
り
財
源
は
災
害
の
都
度
、

支
援
カ
ン
パ
を
実
施
し
て
い
く
が
、
当

面
の
運
転
資
金
と
し
て
一
定
の
財
源

が
必
要
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
義
援

金
を
充
て
た
い
と
回
答
。
ま
た
、
こ

の
制
度
移
行
に
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
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議
案
の
採
決
と

　
２
０
２
０
年
役
員
体
制

　

第
３４
期
全
国
役
員
は
新
た
に
副
会

長
に
高
橋
友
也
、
副
理
事
長
に
臼
井

邦
徳
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
理
事
長
、

副
理
事
長
４
名
、
事
務
局
長
、
理
事

２４
名
の
全
員
が
信
任
さ
れ
た
（
別
表
）。

こ
の
結
果
、
三
役
６
名
、
広
域
理
事

を
含
め
理
事
は
２２
人
（
２
名
の
欠
員
）、

監
事
２
人
で
出
発
し
た
。

　

議
案
の
採
決
結
果
は
次
の
通
り
。

１
号
「
第
３３
期
下
期
の
活
動
総
括
と

第
３４
期
上
期
（
２
０
２
０
年
度
）
の

活
動
方
針
」
可
決
（
賛
成
６４　

反
対

０　

保
留
０
）

２
号
「
第
３３
期
の
財
政
活
動
総
括
と

第
３４
期
の
財
政
方
針
、
予
算
の
策
定
」

拍
手
で
承
認

行
っ
て
き
た
東
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
支
援
は
打
ち
切
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

平
和
と
登
山
に
関
し
て
は
、
沖
縄

の
代
議
員
か
ら
は
、
絶
滅
危
惧
種
や

希
少
種
の
宝
庫
で
あ
る
高
江
の
山
に

オ
ス
プ
レ
イ
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
が
建
設

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
沖
縄

に
平
和
は
あ
り
ま
せ
ん
と
報
告
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
長
崎
の
代
議
員
は
、
今
年

は
被
爆
７５
年
、
体
験
を
語
り
継
ぐ
被

爆
者
の
多
く
も
９０
歳
を
過
ぎ
て
、
語

り
継
ぐ
人
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
紛
争
が
絶
え
な
い
世
界
の

中
で
、
長
崎
に
住
む
私
た
ち
が
こ
こ

で
起
き
た
こ
と
を
次
の
世
代
に
ど
う
伝

え
て
い
く
か
は
私
た
ち
の
責
任
で
あ
る

と
語
っ
た
。

３
号
「『
全
国
連
盟
規
約
と
部
局
・
専

門
委
員
会
規
定
』
の
改
定
」
可
決
（
賛

成
６２　

反
対
０　

保
留
２
）　

沖縄の現状を訴える
沖縄・高江洲昌信代議員

戦後 75 年 長崎の火を消すな
長崎・西川覚史代議員

栄誉功労賞の受賞挨拶
愛媛・太田正博代議員

退任される（左から）久保理事、廣木副理事長、高橋副理事長、
挨拶する大澤副理事長、（加納理事）、花村理事

 第 34 期全国連盟　正副会長・理事
◎会長　佐々木功（東京）

◎副会長③　花折敬司（京都）、高橋友也（杉並
勤労者山岳会／東京）、藤元理津子（東京）

◎理事長　浦添嘉徳（東京）

◎副理事長④　石川友好（東京）、臼井邦徳（渓
嶺会／東京）、久保典子（埼玉）、今野善伸（栃木）

◎事務局長　川嶋髙志（東京）

◎理事㉔　赤間弘記（宮城）、浅瀬和人（石川）、
阿部哲也（香川）、石川昌（千葉）、今村正一（鹿
児島）、上野美知代（東京）、大和田英子（東京）、
小池藍（東京）、佐藤和男（あつた勤労者山岳
会／愛知）、佐藤久子（埼玉）、澤村秋則（大阪）、
三瓶健（神奈川）、田上千俊（東京）、竹本幸造

（静岡）、野々脇千沙（神戸中央山の会／兵庫）、
早川尚武（神奈川）、三代一宏（松江アルペン
クラブ／島根）、武笠真次（わらび山の会／埼
玉）、山本尚徳（千葉）、山本裕之（札幌北稜ク
ラブ／道央）、吉永直樹（山岳チーム　風はる
か／福岡）、渡邊健治（岩手）

※丸囲みの数字は定数。括弧内は所属連盟。新任者のみ所
属会も記載。
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1
～
2
日　

第
34
回
全
国
雪
崩
講
習
会
（
長
野

県
栂
池
高
原
）
川
嶋
事
務
局
長
、
石
川

理
事
が
参
加
。

4
日　

三
役
会
議

6
日　

遭
難
対
策
部
会

同
日　

組
織
部
会

9
日　

第
47
回
宮
城
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
定
期

総
会
（
宮
城
県
大
崎
市
）
久
保
副
理
事

長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。　

10
日　

自
然
保
護
委
員
会

12
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

13
日　

第
24
回
理
事
会

15
～
16
日　

第
34
回
全
国
総
会
（
東
京
都
府
中

市
ホ
テ
ル
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
）

16
日　

沢
登
り
重
大
事
故
に
つ
い
て
の
座
談
会

臼
井
・
今
野
副
理
事
長
、
石
川
・
田
上

理
事
が
参
加
。

18
日　

山
岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会

25
日　

臨
時
三
役
会
議

同
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会　

　

第
24
回
理
事
会
討
議
事
項

①
第
34
期
上
期
予
算
に
つ
い
て

　

コ
コ
ヘ
リ
労
山
捜
索
隊
関
係
費
を
新
設
し
捜

索
隊
員
の
研
修
等
に
充
て
る
。
安
全
対
策
基
金

の
地
方
協
議
会
救
助
隊
交
流
会
に
つ
い
て
名
称

と
金
額
を
変
更
す
る
。

②
第
34
回
総
会
当
日
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

　

出
席
者
の
確
認
、
総
会
役
員
の
最
終
調
整
を

行
っ
た
。

ヒトココ親機で全国雪崩研修生のいる場所が確認できる上越、一ノ倉尾根から一ノ倉沢三ルンゼ最上部を望む
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2020 2

の
損
傷
が
各
１
人
。
右
肘
打
撲
が
１

人
。左
手
中
指
の
損
傷
が
１
人
。死
亡
、

無
傷
が
各
１
人
。

　

所
属
連
盟
は
、
千
葉
・
兵
庫
が
各

３
人
、
神
奈
川
・
京
都
が
各
２
人
、

栃
木
・
東
京
・
大
阪
・
山
口
・
福
岡
・

長
崎
・
鹿
児
島
が
各
１
人
。男
女
比
は
、

男
性
８
人
、女
性
９
人
。年
齢
構
成
は
、

２０
代
１
人
、
４０
代
４
人
、
５０
代
２
人
、

６０
代
５
人
、
７０
代
５
人
。 

（
臼
井
邦
徳
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

〇
自
然
保
護
委
員
会

　
第
３４
回
総
会 

自
然
保
護
活
動
報
告

　

２
０
１
９
年
の
清
掃
ハ
イ
ク
は
、
参

加
３
９
５
会
・
５
５
４
３
名
、
総
量
４

１
０
６
㎏
で
あ
っ
た
。
登
山
道
は
ゴ
ミ

が
少
な
く
、
中
止
の
声
も
あ
る
が
、
労

山
の
憲
章
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
１１
月
１６
日
～
１７
日
に
は
全

国
自
然
保
護
担
当
者
会
議
を
労
山
事
務

所
で
行
い
、「
山
と
地
球
規
模
の
環
境

保
全
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
論
議
し

た
。
二
日
目
は
新
宿
駅
付
近
で
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
反
対
活
動
を
行
い
、
６０

分
で
３０
筆
の
署
名
を
集
め
た
。

　

地
球
温
暖
化
で
雷
鳥
が
絶
滅
危
惧
、

巨
大
な
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
・
風
力
発
電
、

自
然
災
害
で
登
山
道
崩
壊
、
山
の
ト
イ

レ
問
題
と
登
山
を
脅
か
す
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
今
年
は
、
７
月
１１
日
～
１２

日
に
「
全
国
自
然
保
護
セ
ミ
ナ
ー
」（
長

野
県
大
町
市
）、
１１
月
１４
日
～
１５
日
に

「
全
国
自
然
保
護
集
会
」（
山
梨
県
韮
崎

市
）
を
開
催
予
定
（
調
整
中
）、
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す｡

（
山
本
尚
徳
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

〇
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
登
山
計
画
書
の
思
わ
ぬ
効
用

　

今
年
の
新
年
山
行
予
定
の
日
は
、

傘
マ
ー
ク
の
雨
予
報
で
、
翌
日
に
変

更
に
な
っ
た
。
参
加
し
た
女
性
会
員

か
ら
こ
ん
な
報
告
を
受
け
た
。

　

日
が
変
更
に
な
り
、
こ
れ
で
私
も

参
加
で
き
る
と
、
ウ
キ
ウ
キ
で
武
蔵

浦
和
か
ら
電
車
に
乗
っ
た
。
新
秋
津

の
改
札
口
で
会
員
の
Ｔ
さ
ん
に
会
い
、

喜
ん
だ
の
も
つ
か
の
間
、
財
布
が
無

い
。
改
札
が
出
ら
れ
な
い
。
ラ
イ
ン

で
緊
急
事
態
を
報
告
。
今
日
は
財
布

の
捜
索
で
一
日
つ
ぶ
れ
る
の
か
…
…

〇
遭
難
対
策
部

　
病
気
に
よ
る
死
亡

　
　

筑
波
山
麓
で
栃
木
県
の
７８
歳
男

性
が
懸
命
の
救
命
処
置
に
も
か
か
わ

ら
ず
亡
く
な
っ
た
。
会
員
の
皆
さ
ん

く
れ
ぐ
れ
も
、
持
病
・
血
圧
な
ど
に

注
意
さ
れ
た
い
。
１
月
９
日
か
ら
２

月
６
日
ま
で
に
届
い
た
事
故
一
報
は

１７
件
１７
人
。
死
亡
事
故
７８
歳
男
性
、

病
気
（
心
筋
梗
塞
）。

　

６
人
が
転
倒
（
無
雪
期
登
山
が
４

人
、
積
雪
期
登
山
が
２
人
）。
４
人
が

転
・
滑
落
（
無
雪
期
登
山
が
２
人
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
２
人
）。
病
気
（
心

筋
梗
塞
）
死
亡
１
人
（
無
雪
期
登
山
）、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
中
が
２
人
、
下
山
中

（
積
雪
期
登
山
）
と
下
降
中
振
ら
れ
て

（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）、
山
行
後
（
無
雪

期
登
山
）
が
各
１
人
、
道
迷
い
（
積

雪
期
登
山
）
が
１
人
。

　

右
足
踵
、
左
足
腓
骨
・
脛
骨
の
骨

折
が
４
人
。
骨
盤
・
腰
椎
・
肋
骨
・

頭
蓋
骨
の
骨
折
が
１
人
。
腰
椎
骨
折

が
１
人
。
左
手
首
・
指
の
骨
折
が
２

人
。
足
首
の
損
傷
、
左
足
腓
骨
脱
臼

が
３
人
。
右
肩
・
頸
椎
、
頭
・
頸
椎
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さ
れ
た
も
の
は
４１
件（
前
年
２８
件
）と
、

１７
件
は
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
さ

ず
通
常
交
付
し
た
（
時
間
制
限
を
超

え
て
い
た
も
の
１０
件
、
一
般
道
以
外

を
含
む
も
の
５
件
、
そ
の
他
の
理
由

２
件
）。
一
方
、
病
気
を
伴
う
事
故
に

つ
い
て
、
問
診
票
を
基
に
判
断
し
た

も
の
が
２
件
あ
っ
た
が
、
調
査
内
容

を
ふ
ま
え
て
通
常
交
付
と
し
た
。

　

運
営
委
員
会
で
交
付
の
特
典
申
請

の
審
査
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

多
い
。
２０
件
以
上
も
の
審
査
の
あ
と

に
、
事
務
局
か
ら
「
問
い
合
わ
せ
や

嘆
願
書
等
」
の
打
ち
合
わ
せ
と
な
る
。

　

運
営
委
員
に
な
っ
て
４
年
目
、
会

員
の
す
み
ず
み
ま
で
労
山
基
金
の
内

容
が
浸
透
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

（
武
笠
真
次
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

〇
組
織
部

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
を
支
援

　

会
員
を
増
や
し
、
会
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
会
・
ク
ラ
ブ
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
開
設
し

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。

　

組
織
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
連

盟
単
位
で
、
Ｈ
Ｐ
開
設
支
援
講
習
会

を
開
催
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
宮
城
、
和
歌
山
、
香
川
、

大
阪
、
岐
阜
で
、
４０
団
体
、
７４
人
参

加
で
開
催
。
Ｈ
Ｐ
開
設
会
・
ク
ラ
ブ

は
１４
に
な
っ
た
。

　

Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
た
会
で
は
、
Ｈ
Ｐ

訪
問
者
が
あ
り
、
会
へ
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
入
会
者
も

あ
る
の
で
、
開
設
す
る
こ
と
で
効
果

が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
地
方
連

盟
か
ら
は
、
更
新
や
魅
力
的
な
Ｈ
Ｐ

の
作
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
知
り
た

い
と
い
う
要
望
も
あ
る
。

　

総
会
で
は
、
Ｈ
Ｐ
の
開
設
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
地
方
連
盟
に
、
講
師
に

な
り
う
る
会
員
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
講
師
を
派
遣
し
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

（
阿
部
哲
也
／
全
国
組
織
部
員
）

申
し
訳
な
い
や
ら
、
悲
し
い
や
ら
。

　

駅
員
に
遺
失
物
を
問
い
合
わ
せ
て

も
ら
う
と
、
西
国
分
寺
駅
に
届
い
て

い
る
と
の
こ
と
。「
取
り
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
。
今
、
証
明

で
き
る
の
は
、
登
山
計
画
書
だ
け
だ
。

「
ど
う
し
て
も
山
に
登
り
た
い
」。
そ

ん
な
気
持
ち
を
察
し
た
の
か
、
駅
員

さ
ん
が
了
解
し
て
く
れ
た
。
取
り
に

行
く
と
、
カ
ー
ド
や
保
険
証
は
無
事

だ
っ
た
。

　

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
、
登
山
計
画
書

が
役
立
っ
た
。

（
伊
藤
正
勝
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
）

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
昨
年
度
の
総
括
報
告
と
審
査
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
最
初
の
運
営
委
員
会
と

な
る
１
月
２８
日
、
第
３４
回
総
会
を
２

月
１５
日
・
１６
日
を
迎
え
る
に
あ
っ
た

て
第
３３
期
下
期
総
括
に
つ
い
て
委
員

長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　

な
か
で
も
加
入
団
体
に
よ
る
交
付

申
請
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
問
題
な

く
認
定
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

交
付
の
特
典
申
請
５８
件
の
う
ち
承
認

ＨＰ開設支援講習会の様子
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◎お問い合わせは 全国連盟事務局まで編集部からのお願い／会報には会名のほか所属連盟、連絡先を記載するようお願いします。

記
念
誌
・
年
報
誌

い
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
、
今

ま
で
会
に
携
わ
り
担
っ
て
き
た
３
０
０

人
近
い
仲
間
と
と
も
に
誇
れ
る
こ
と
。

　
「
５０
年
の
主
な
登
山
活
動
」、
５０
周

年
記
念
の
台
湾
・
玉
山
登
山
、
標
高

１
０
０
０
ｍ
以
上 

中
津
川
市
の
山
２７

座
登
山
の
報
告
、
エ
ッ
セ
ー
２０
編
な

ど
。
１
９
９
０
年
以
降
３０
年
間
の
会

組
織
と
山
行
活
動
の
表
も
。

『
あ
ゆ
み　
創
立
５０
周
年
記
念
誌
』

長
岡
勤
労
者
山
岳
会
／
新
潟

　

し
っ
か
り
し
た
造
り
の
記
念
誌
。

最
初
の
６０
ペ
ー
ジ
余
り
は
会
長
挨
拶

と
先
輩
会
員
た
ち
の
お
祝
い
寄
稿
。

地
元
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
も
。

先
輩
会
員
・
元
会
員
の
思
い
出
寄
稿

は
そ
れ
ぞ
れ
山
を
始
め
た
頃
を
回
顧
、

『
恵
那
山 

２
０
１
９
年 

創
立
５０
周
年
記
念
誌

』

中
津
川
勤
労
者
山
岳
会
／
岐
阜

　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
造
り
も
し
っ
か

り
し
て
い
る
。

　

会
長
巻
頭
言
は
、
５０
年
を
経
た
今
、

求
め
ら
れ
る
の
は
改
め
て
「
山
岳
会

の
社
会
的
使
命
で
あ
り
存
在
意
義
で

あ
り
同
時
に
私
た
ち
の
会
の
創
立
の

原
点
」
と
し
て
「
安
全
な
登
山
を
実

践
し
広
め
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
一
緒

に
山
に
登
り
、
喜
び
や
時
に
は
苦
し

み
も
共
に
分
か
ち
合
え
る
事
は
素
晴

ら
し
い
事
で
あ
り
普
遍
的
な
こ
と
」

と
。
こ
の
間
、
厳
し
い
山
行
に
取
り

組
み
な
が
ら
１
件
も
重
大
事
故
が
な

114P・A4 判 

110P・B5 判。付・別冊「歴
代の会山行」（26P・B5 判）

盛
り
上
が
り
、
ベ
テ
ラ
ン
会
員
６
名

の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
に
は
感
銘
を
受
け

た
。
記
念
山
行
・
上
蒜
山
の
感
想
が
、

文
章
に
加
え
た
く
さ
ん
の
俳
句
で
構

成
さ
れ
興
味
深
い
（
俳
句
ｉ
ｎ
ｇ
＝

ハ
イ
キ
ン
グ
!?
）。

　

山
行
報
告
は
、
韓
国
済
州
島
漢
拏

山
、
薬
師
沢
右
股
沢
登
り
、
九
重
山
、

他
。
安
全
登
山
へ
ス
マ
ホ
や
コ
コ
ヘ

リ
利
用
、
膝
痛
へ
の
対
処
、
な
ど
も
。

年
間
の
会
活
動
が
山
行
・
行
事
と
も

全
て
記
録
さ
れ
、
一
覧
表
は
索
引
に
。

資
料
的
価
値
も
高
い
。

『
斑ま

み

く

と

い

妙
黒
戸
飯 

結
成
５０
周
年
記
念
誌
』

ま
み
く
と
い
山
の
会
／
長
野

　

し
っ
か
り
し
た
造
り
の
記
念
誌
で
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

続
い
て
座
談
会
と
５０
周
年
記
念
山

行
３
本
の
報
告
・
感
想
。
会
員
数
推

移
の
グ
ラ
フ
も
掲
載
。
あ
と
の
４０
ペ
ー

ジ
余
り
は
思
い
出
の
山
行
の
カ
ラ
ー

写
真
。

　
「
会
員
の
高
齢
化
で
、
労
山
が
『
老

山
』
に
な
り
つ
つ
あ
る
…
今
後
は
若

手
の
会
員
獲
得
に
…
」
は
全
国
の
会

共
通
の
悩
み
・
課
題
。「
あ
と
が
き
」

で
継
続
的
記
録
の
必
要
性
、
写
真
等

保
管
の
重
要
性
を
指
摘
。

　

別
冊
は
創
立
以
来
の
会
山
行
一
覧

で
、
索
引
的
価
値
大
。

『
山
と
私 

―
４５
周
年
記
念
号
―
』

わ
か
や
ま
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
／
和
歌
山

　

年
報
を
兼
ね
た
創
立
４５
周
年
記
念

誌
。
口
絵
の
他
、
本
文
は
４５
周
年
記

念
と
自
由
投
稿
・
例
会
山
行
＆
行
事

記
録
等
を
併
載
。

　

記
念
山
行
は
３４
名
参
加
で
蒜
山
高

原
へ
。
宿
で
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ゲ
ー
ム
や
歌
で

2019 年・38 号
125P・B5 判

記念誌
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『
私
た
ち
の
山
旅
』

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
／
埼
玉

　

イ
ン
ド
・
マ
ナ
リ
「
風
来
坊
山
荘
」

に
縁
の
あ
る
同
人
の
年
報
。
し
っ
か

り
し
た
造
り
だ
。
近
年
は
当
初
の
イ

ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
世
界
に
目
を

向
け
、
今
号
は
マ
レ
ー
シ
ア
・
キ
ナ

バ
ル
山
と
ハ
ワ
イ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

が
巻
頭
を
飾
る
。
他
に
７０
本
を
超
え

る
国
内
山
行
、
秋
の
同
人
合
宿
の
報

告
「
上
州
路
に
遊
ぶ
」
な
ど
。

『
あ
し
び
』

あ
し
び
山
の
会
／
福
岡

　

目
次
は
４８
本
の
山
行
一
覧
を
兼
ね
、

本
文
は
地
元
九
州
・
中
国
・
四
国
を

中
心
に
、
唐
松
～
五
竜
岳
、
南
ア
聖

岳
～
光
岳
、
北
海
道
・
日
高 

幌
尻
岳

「
ま
み
く
と
い
」
は
地
元
「
北
信
五
岳
」

（
斑
尾
、
妙
高
、
黒
姫
、
戸
隠
、
飯
縄
）

の
頭
文
字
。
巻
頭
の
会
長
挨
拶
は
、

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
労
山
趣
意

書
を
指
針
に
６０
周
年
を
目
指
そ
う
と

呼
び
か
け
る
。

　

創
立
会
員
・
元
会
員
の
言
葉
に
続

き
、
３
年
前
か
ら
取
り
組
ん
だ
５０
周

年
記
念
登
山
（
①
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ

ヤ
、
②
屋
久
島
宮
之
浦
岳
、
③
地
元

の
関
田
山
脈
信
越
ト
レ
ー
ル
踏
破
、

④
県
東
西
南
北
端
ピ
ー
ク
踏
破
）
の

報
告
、
３８
人
の
「
心
に
残
っ
た
思
い

出
の
山
」。

　
「
歴
代
役
員
名
簿
」、「
清
掃
ハ
イ
キ

ン
グ
の
あ
ゆ
み
」
も
資
料
性
が
高
い
。

を
計
画
し
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が

伝
わ
る
。
他
に
随
想
、
新
入
会
員
自

己
紹
介
。

　

巻
末
に
は
９
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
「
山

行
実
績
表
」
で
、
２
０
０
本
を
超
え

る
山
行
を
一
覧
。

『
山
座
』

山
座
会
／
東
京

　

２
０
１
８
年
の
年
報
。
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
山
行
報
告
１６
本
が
カ
ラ
ー
写

真
を
ち
り
ば
め
て
日
付
順
に
。
Ｇ
Ｗ

木
曽
駒
ケ
岳
、
沖
縄
の
山
、
神
津
島
・

天
上
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ウ
ル
シ
ガ
谷

沢
左
俣
初
級
沢
登
り
講
習
会
、
穂
高

連
峰
縦
走
と
大
キ
レ
ッ
ト
縦
走
、
他
。

８
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
御
神
楽
沢
奥
壁

（
広
谷
川
御
神
楽
沢
本
谷
ル
ン
ゼ
）
登

攀
は
貴
重
な
記
録
。「
シ
ャ
モ
ニ
ー
の

日
本
人
村
」
も
面
白
い
。

　

巻
末
７
ペ
ー
ジ
は
年
間
４
１
１
本

の
山
行
一
覧
表
。（

本
誌
・
鈴
木
幹
雄
）

な
ど
の
「
山
行
報
告
書
」
と
感
想
。

海
外
登
山
報
告
集
会
、
安
全
登
山
楽

習
会
、
救
命
・
救
急
講
習
会
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
教
室
等
の
イ
ベ
ン
ト
報
告
。

そ
の
他
、
会
員
が
自
由
な
視
点
で
執

筆
す
る
文
章
も
充
実
。

　『
乢た

わ
む
れ群

』

み
ま
さ
か
山
の
会
／
岡
山

　

口
絵
に
続
き
、
八
幡
平
、
北
ア
ル

プ
ス
、白
山
、九
重
、ネ
パ
ー
ル
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
と
、
全
国
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
方
面

に
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
１
年
間
の
写

真
入
り
山
行
記
録
１４
本
は
、
そ
れ
ぞ

れ
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
レ
イ

ア
ウ
ト
も
読
み
易
く
、
会
員
自
ら
山

108P・A4 判

124P・B5 判

No.169（2019 年 11 月）
74P・A4 判 

No.49（2019 年 10 月号）
68P・A4 判

No.88（2019 年）
60P・A4 判 
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プラスチックフリーの中でラップを使わない代わりにということで、蜜蝋ラップを作ってみました。木綿の
きれを用意して、クッキングシートの上に蜜蝋チップを乗せ、さらにクッキングシートを乗せてアイロンを
かける。結構めんどくさい。便利になれると新しいことに挑戦するのは大変。特に年齢を重ねると。（本多）

人は見かけによらないとはいうが、山も見かけによらない。先日歩いた静岡県東南
部の沼津アルプス。大平山〜大嵐山間。破線コースとはいえ、急な下り、岩場に梯子、
まるで北アルプスの低山版。こんなに苦労したハイキングはかつてない。   （田上）

あったかい冬。全国的に雪がない。長野県では閉鎖されたスキー場もある。私
たちは「雪かき」することなく「楽」できるが、雪の恩恵で暮らしている人に
は死活問題だ。新型コロナと合わせ『政治の力』が試されている。　　　（塩田）

吹雪や積雪があったり半袖で歩ける日が続いたり、と目まぐるしい変化の続く愛宕山をボチ
ボチ登っているが、女性やお年寄りの方々まで皆さんに追い越されている。つい 5 ヶ月ほど
前には誰一人追い抜かれることなく登っていたのに！快気・復帰への道のりは遠い。（小倉）

猛威を振るう新型コロナウイルスが、終息どころか世界に拡散中だ。人混みを避け、
咳エチケットや手洗いが感染予防に有効、基礎疾患のある人を除けば致死率は低い
と言うが、引き合いに出された米国のインフルエンザによる死者数には愕然。（鈴木）

「COVID-19」に続き中国に新たな危機が襲う。国連食料農業機関によれば、3,600 億匹のバッタ
が中東経由で新疆ウイグル自治区を襲う可能性あるとの警告を発した。ケニアで大量発生したバッ
タにより 70 年に一度の深刻な食糧難に見舞われている。小さなウイルスとバッタの攻撃！（今野）

本誌上で案内を掲載していたが、第 54 回六甲全山縦走大会（3 月 8 日）
と第 6 回吉備路の山全山縦走大会（3 月 22 日）は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止を考慮して中止となった。
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自
然
に
還か
え

る
　
自
然
と
共
に
生
き
る

ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

リ
シ
ェ
ス
山
岳
部
（
福
岡
）

①
２９
名

②
松
浦
一
美
（
会
長
）

③
２
０
１
９
年
１０
月

　

私
た
ち
、
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
リ
シ
ェ
ス
山

岳
部
は
自
然
療
法
サ
ロ
ン
の
お
客
様

と
ご
家
族
か
ら
構
成
さ
れ
、
子
供
を

含
む
約
３０
名
の
山
岳
部
で
、
下
は
３

歳
の
子
供
か
ら
４０
代
前
後
の
女
性
が

主
な
会
員
と
な
り
、
約
半
数
が
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
達
と
い
う
珍
し
い

山
岳
部
だ
。
清
掃
登
山
は
年
に
数
回

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

初
級
登
山
学
校
卒
業
生
で
結
成

ひ
ろ
し
ま
令
峰
ク
ラ
ブ
（
広
島
）

①
１２
名

②
橋
本
美
智
子
（
代
表
）

③
２
０
１
９
年
９
月　
　

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
広
島
県
連
第
１
回

初
級
登
山
学
校
卒
業
生
が
、
安
心
・

安
全
登
山
と
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ

く
り
を
目
指
し
て
２
０
１
９
年
９
月

に
結
成
し
た
。
会
員
は
女
性
７
人
男

性
５
人
で
、
平
均
年
齢
は
５７
歳
で
あ

る
。
２０
年
は
、
日
帰
り
山
行
の
ほ
か
、

沢
や
雪
、
大
山
、
南
ア
ル
プ
ス
な
ど

多
彩
な
山
行
を
計
画
し
て
い
る
。

※23ページより続く

新規加盟団体の紹介

三倉岳

2020 年 2 月号 35 ページ「地図読み迷人」で誤
りがありましたので訂正します。

1 段 10 行目　誤）北北東　正）南南西
1 段 13 行目　誤）北から北東　正）南から南西
2 段 4 行目 　誤）北西　正）南東 
2 段 9 行目 　誤）北西～北　正）南東～南
4 段 5 行目 　誤）北　正）南
4 段 8 行目 　誤）北西　正）南東
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m

a

1946年 12月 29日生まれ。1999年に宇都宮
ハイキングクラブ入会。夫、息子2人。長男家族
がスープの冷めない位置にいるので、夕飯は夫婦
で毎日呼ばれる。2人の孫と総勢6人でにぎやか
に食卓を囲む。「赤間農園」と名付けた敷地には、
季節ごとの野菜、苺等々の果物が収穫でき、農作
業を楽しんでいる。春は山菜採り、秋はキノコ狩
りにも行く。山仲間からは「漬物名人で、ふるま
い上手」と評判だ。

赤間淑江さん

　

栃
木
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
に
加
盟

す
る
宇
都
宮
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
Ｕ

Ｈ
Ｃ
）
は
、
約
２
３
０
名
を
有
す
る

大
型
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
だ
。
会
創

立
４０
周
年
に
向
け
、
創
立
記
念
誌
の

作
成
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
準
備
で
大

忙
し
だ
。
女
性
会
長
と
し
て
、
こ
の

重
大
な
任
務
を
こ
な
し
て
い
る
赤
間

さ
ん
に
、
会
運
営
の
秘ひ

訣け
つ

な
ど
聞
い

て
み
た
。

　

高
校
時
代
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
た
赤
間
さ
ん
。
４０
代
後
半

の
頃
に
友
人
と
日
光
の
女
峰
山
に
登

り
、
そ
の
時
に
頂
上
で
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の

方
に
声
を
か
け
ら
れ
、
本
格
的
に
登

山
を
し
た
い
と
入
会
し
た
そ
う
だ
。

入
会
す
る
と
同
時
に
山
行
管
理
部
に

誘
わ
れ
て
活
動
。
山
行
管
理
の
活
動

実
績
が
認
め
ら
れ
て
山
行
管
理
部
の

部
長
に
。
そ
し
て
、
２
年
前
に
会
長

に
就
任
し
た
。

　

２
３
０
名
も
の
会
員
を
擁
す
る
会

運
営
は
大
変
で
し
ょ
う
ね
、
と
聞
く

と
「
山
行
管
理
を
長
く
続
け
た
こ
と

が
、会
運
営
に
、大
変
役
立
っ
て
い
る
」

と
い
う
。
山
行
管
理
は
会
員
一
人
ひ

と
り
の
顔
、
力
量
、
山
の
趣
向
が
わ

か
る
こ
と
が
必
要
だ
。
目
的
の
山
の

グ
レ
ー
ド
や
ル
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
山
行
管
理
部
長
と
し
て
の
活
動
は
、

自
分
の
山
行
の
経
験
、
実
践
が
生
か

さ
れ
た
と
い
う
。

　

月
１８
回
、
年
間
約
２
０
０
回
も
の

定
例
山
行
に
は
、
多
く
の
リ
ー
ダ
ー

も
必
要
。
育
成
の
た
め
、
定
例
山
行

に
参
加
す
る
１
０
０
人
以
上
に
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
積

極
的
に
経
験
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
山

行
か
ら
脱
皮
し
、
自
分
が
行
き
た
い

山
を
選
ん
で
、
積
極
的
に
山
に
行
く

よ
う
に
促
す
た
め
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
山
行
管
理
部
に
は
「
調
査

山
行
」
と
い
う
活
動
が
あ
り
、
す
で

に
登
っ
た
山
で
も
ル
ー
ト
が
複
数
あ

る
こ
と
に
着
目
し
、
新
し
い
ル
ー
ト

を
探
し
、
開
拓
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

新
し
く
発
見
し
た
ル
ー
ト
を
会
員
に

知
ら
せ
て
、
新
た
な
会
山
行
と
し
て

提
供
し
て
い
る
。
地
図
を
片
手
に
、

新
ル
ー
ト
を
探
す
、
こ
の
活
動
が
特

に
好
き
で
、
わ
く
わ
く
す
る
と
い
う
。

　
「
労
山
の
会
の
組
織
が
あ
っ
た
か

ら
、
山
仲
間
の
活
動
経
験
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
私
が
会
長
と
し
て
の
実

践
も
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
登

山
に
つ
な
げ
る
組
織
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
。
仲
間
と
と
も
に
山
に
登

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

２
０
１
７
年
に
「
第
８
回
全
国
女

性
交
流
集
会
」
へ
参
加
し
た
赤
間
さ

ん
。
仲
間
の
活
動
報
告
を
聞
い
て
感

動
し
、
参
加
し
た
栃
木
県
連
盟
の
仲

間
と
と
も
に
、
昨
年
、
県
連
盟
に
女

性
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
活

動
経
過
を
昨
年
、「
第
９
回
全
国
女
性

交
流
集
会
in
和
歌
山
」
で
地
方
連
盟

代
表
と
し
て
発
表
し
た
。

（
久
保
典
子
／
全
国
連
盟
副
理
事
長
）

好
奇
心
、
向
学
心
、
行
動
力
の
塊
の
よ
う
な
人

大
型
の
会
を
束
ね
る
女
性
会
長

インタビュー
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130

ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
検
定

ブ
ロ
ン
ズ
レ
ベ
ル

　

筆
者
ら
が
所
属
す
る
公
益
社
団
法

人
日
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会

（
Ｊ
Ｏ
Ａ
）
で
は
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
）
資
格

と
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
（
Ｎ

Ｓ
）
検
定
制
度
を
設
立
し
、
一
昨
年

よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

長
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
競
技

の
強
化
お
よ
び
普
及
活
動
で
培
っ
た

ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
指
導
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
基
に
、
道
迷
い
を
防
ぐ
Ｎ
Ｓ
を

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
し
、
地
図
読
み
や

ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
多

く
の
人
に
伝
え
、
ま
た
山
岳
遭
難
の

４０
％
を
占
め
る
道
迷
い
を
少
し
で
も

減
ら
し
て
安
全
な
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
筆
者

ら
も
制
度
の
立
ち
上
げ
や
指
導
者
養

成
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
表
１
の
よ
う
に
ナ

ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
を
３
つ
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
ス
キ

ル
を
学
べ
る
よ
う
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

策
定
、
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
初
心
者
だ
け
で
な
く
登
山
や
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
釣
り
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
様
々
な
ア
ウ
ト
ド
ア
愛
好
家

が
各
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
内
容
を
確

実
に
か
つ
段
階
的
に
学
べ
る
講
習
を

実
施
し
、
ま
た
、
検
定
を
受
け
る
こ

と
で
本
当
に
ス
キ
ル
が
身
に
つ
い
て

い
る
の
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

仕
組
み
で
あ
る
。
な
お
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
界
だ
け
で
は

な
く
、山
岳
界
や
教
育
界
、

文
科
省
等
か
ら
有
識
者
を

集
め
て
検
討
を
重
ね
、
幅

広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
に
対
応

で
き
る
内
容
に
仕
上
げ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
講
習
・
検
定

は
、十
分
な
Ｎ
Ｓ
を
持
ち
、

指
導
計
画
や
指
導
方
法
を

体
系
的
に
学
ん
だ
Ｎ
Ｉ
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
Ｎ

Ｉ
が
各
地
で
講
習
会
を
開

き
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｉ
が
所

属
す
る
山
岳
会
や
チ
ー
ム

で
指
導
す
る
こ
と
で
、
各

地
に
Ｎ
Ｓ
を
身
に
つ
け
た

人
材
を
広
げ
て
い
こ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
Ｎ
Ｉ
を
育
成

す
る
Ｎ
Ｉ
養
成
講
座
は

こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し

て
お
り
、
お
か
げ
さ
ま
で

各
回
と
も
定
員
い
っ
ぱ
い

の
参
加
が
あ
り
、
登
山
や

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
だ
け

で
な
く
登
山
ガ
イ
ド
や
ア

使いこ
なす

地図ア
プリ

表 1　ナヴィゲーションのレベル分け
レベル分け ブロンズ シルバー ゴールド

対対応応ででききるる
ルルーートトのの特特徴徴

ルルーートト自自体体はは明明瞭瞭でで選選ぶぶべべきき道道ははいいずずれれもも
ほほぼぼははっっききりりししてておおりり、、途途中中不不安安ににななるるここ
ととははああっっててもも、、進進路路をを選選ぶぶににああたたっってて迷迷うう
ここととはは基基本本的的ににははなないい。。

道道のの等等級級のの差差ががなないいここととにに加加ええ、、分分岐岐点点のの
現現在在地地把把握握がが難難ししいいたためめ、、道道のの選選択択にに迷迷うう
ここととががああるる。。ままたた、、道道自自体体をを辿辿るるここととがが時時
にに難難ししいい場場所所ががああるる。。

地地形形図図にに道道がが描描かかれれてていいなないい、、ああるるいいはは地地
図図にに描描かかれれたた道道がが間間違違っってていいるる箇箇所所ももああ
るる。。

必必要要なな
ナナヴヴィィゲゲーー
シショョンンススキキルル

◎◎周周囲囲ににああるる大大ききなな地地形形のの特特徴徴（（尾尾根根・・
谷谷））がが分分かかるる
◎◎大大ままかかなな方方向向をを使使っってて進進路路をを確確認認ででききるる
◎◎人人工工的的なな特特徴徴物物ややははっっききりりししたた地地形形上上のの
特特徴徴をを持持つつ分分岐岐でで現現在在地地把把握握ででききるる
◎◎以以上上ののナナヴヴィィゲゲーーシショョンンをを地地図図でで予予めめププ
ラランンででききるる

ブブロロンンズズにに加加ええてて、、
◎◎地地形形やや道道のの方方向向をを確確かかめめらられれるる
◎◎大大ききなな地地形形のの特特徴徴をを利利用用ししてて現現在在地地把把握握
ででききるる
◎◎ルルーートトをを間間違違ええたたここととにに気気づづけけるる
◎◎以以上上ののナナヴヴィィゲゲーーシショョンンをを地地図図でで予予めめププ
ラランンででききるる

シシルルババーーにに加加ええてて、、
◎◎大大ききなな地地形形のの特特徴徴ががなないい場場所所ででもも現現在在地地
把把握握ででききるる
◎◎細細かかなな地地形形のの特特徴徴ややココンンパパススワワーーククをを
ルルーートトフファァイインンデディィンンググにに活活用用ででききるる
◎◎ルルーートトをを間間違違ええたた場場合合にに総総合合的的なな対対応応がが
ででききるる
◎◎以以上上ののナナヴヴィィゲゲーーシショョンンをを地地図図でで予予めめププ
ラランンででききるる

実実践践例例

道道のの形形やや建建物物ななどどのの人人工工的的なな特特徴徴物物がが地地図図
とと現現地地でで分分かかりり、、そそれれにによよりり現現在在地地をを把把握握
すするる。。
大大ききなな地地形形のの位位置置やや簡簡単単なな方方位位確確認認でで、、
ルルーートトをを維維持持すするる。。

ココンンパパススをを使使っってて道道やや地地形形のの正正確確なな方方向向をを
確確認認すするる。。地地形形のの特特徴徴ややそそのの方方向向をを利利用用しし
てて現現在在地地把把握握すするる。。ルルーートトをを外外れれたた場場合合をを
想想定定ししててルルーートトププラランンすするる。。

道道ののなないい場場所所ででももナナヴヴィィゲゲーーシショョンンでできき
るる。。
地地図図にに現現れれなないい小小ささなな地地形形もも把把握握ででききるる。。
移移動動履履歴歴やや複複数数のの可可能能性性をを考考慮慮ししててナナビビ
ゲゲーーシショョンンをを修修正正すするる。。



　

地
図
記
号
の
意
味
や
大
き
な
地
形

の
読
み
取
り
、
大
ま
か
な
距
離
や
方

位
の
把
握
が
で
き
れ
ば
答
え
を
導
く

こ
と
は
難
し
く
な
い
。
反
対
に
そ
れ

ら
の
知
識
が
な
い
と
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
だ
ろ

う
。
ブ
ロ
ン
ズ
レ
ベ
ル
で
は
今
後
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
知
識
を
中
心
に
し
っ
か
り
学
び
、

講
習
で
は
屋
外
で
コ
ン
パ
ス
を
使
っ

て
方
位
を
確
認
し
た
り
地
形
を
読
む

練
習
を
す
る
。

※
Ｎ
Ｉ
や
Ｎ
Ｓ
検
定
に
つ
い
て
の
詳
細
：http://

w
w

w
.orienteering.or.jp/ni/

ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
店
員
、
ワ
ン
ゲ

ル
部
監
督
な
ど
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
方
に
資
格
を
取
得
し

て
い
た
だ
き
、
各
地
で
Ｎ
Ｉ
に
よ
る

Ｎ
Ｓ
講
習
会
も
開
か
れ
始
め
て
い
る
。

次
回
の
Ｎ
Ｉ
養
成
講
座
は
、
少
し
先

の
話
だ
が
、
２
０
２
１
年
２
月
の
開

催
を
計
画
し
て
い
る
。
詳
細
は
夏
以

降
に
Ｊ
Ｏ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

案
内
が
あ
ろ
う
が
、
読
者
の
中
に
は

指
導
的
立
場
の
方
も
多
く
い
る
と
思

う
の
で
宣
伝
も
兼
ね
て
紹
介
し
て
お

き
た
い
。

　

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
３
回
は
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
検
定
の
問
題
を
紹
介
し
な

が
ら
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
少
し
腕
試

し
し
て
も
ら
い
た
い
。
初
回
は
ブ
ロ

ン
ズ
レ
ベ
ル
。
ブ
ロ
ン
ズ
レ
ベ
ル
は

山
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
言
え
ば
難

易
度
Ｂ
程
度
の
山
道
を
想
定
し
て
お

り
、
１
人
で
ル
ー
ト
を
定
め
て
正
し

く
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
で

き
る
人
の
後
ろ
を
つ
い
て
い
き
な
が

ら
今
ど
の
あ
た
り
に
来
た
の
か
、
ど
っ

ち
に
進
ん
で
い
る
の
か
を
確
認
で
き

る
レ
ベ
ル
を
想
定
し
て
い
る
。
な
お

ブ
ロ
ン
ズ
レ
ベ
ル
に
は
検
定
は
な
く
、

該
当
の
講
習
を
受
講
す
れ
ば
レ
ベ
ル

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

さ
に
入
門
編
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

【
問
題
】

　

次
の
文
章
に
合
致
す
る
場
所
は
図

中
の
ど
こ
か
？　

な
お
、
地
図
に
描

か
れ
た
道
の
上
に
い
る
も
の
と
す
る
。

　
「
尾
根
上
の
道
を
進
ん
で
い
る
。
三

角
点
を
過
ぎ
、
概
ね
南
東
方
向
に
進

み
、
何
度
目
か
の
登
り
返
し
に
差
し

掛
か
っ
た
。
そ
の
場
所
か
ら
東
の
方

向
を
見
る
と
、
２
０
０
ｍ
く
ら
い
先

に
送
電
線
が
走
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
」

【
答
え
】

　

地
図
に
は
徒
歩
道
の
記
号
が
描
か

れ
て
お
り
、
こ
の
道
は
尾
根
線
に
沿
っ

て
進
ん
で
い
る
。
三
角
点
の
位
置
と

方
向
の
情
報
か
ら
紫
線

の
区
間
を
矢
印
方
向
に

進
ん
で
い
る
と
予
測
で

き
る
。
そ
の
中
で
登
り
返

し
と
な
り
う
る
場
所
、
す

な
わ
ち
ピ
ー
ク
と
ピ
ー

ク
の
間
に
あ
る
鞍あ

ん

部ぶ

は

緑
で
囲
っ
た
位
置
に
あ

る
（
慣
れ
て
い
る
人
な
ら

ば
水
色
の
位
置
も
い
わ

ゆ
る
隠
れ
鞍
部
に
な
っ

て
い
る
と
予
測
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
）。
い
ず

れ
に
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
位
置
か
ら
東
に
２
０

０
ｍ
く
ら
い
の
位
置
に

送
電
線
が
見
え
る
の
は

Ｘ
の
み
で
あ
る
。

国土地理院電子地形図 25000 より作成

国土地理院電子地形図 25000 より作成

※ 2020 年 2 月号の訂正：文中で方角（東西南北）を反対に記載した箇所がありました。訂正箇所の詳細は本号 32 ページをご覧ください。35



TV 取材を受ける佐原さん。94 歳で亡く
なる 1 年前まで山歩きを楽しんだ

オ
レ
ン
ジ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

オ
レ
ン
ジ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ  

長
崎
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

長
崎
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

　
登
山
力
を
高
め
る
た
め
の

　
３
つ
の
取
り
組
み

　

登
山
力
と
は
、
体
力
・
技
術
・
知
識
・

経
験
の
総
合
力
と
考
え
る
。
当
会
は

講
座
や
実
地
で
基
礎
を
指
導
し
、
そ

の
後
は
会
員
各
自
の
努
力
で
伸
び
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

体
力
や
持
続
力
、
技
術
を
高
め
る

た
め
に
、
当
会
で
は
次
の
こ
と
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
…
自
ら

の
体
力
に
合
わ
せ
た
負
荷
を
か
け
、

近
く
の
低
山
を
毎
日
登
る
こ
と
に
よ

り
、
無
理
な
く
脚
力
と
持
続
力
を
鍛

え
て
い
る
。
既
に
１４
年
継
続
し
て
お

り
、
参
加
者
は
確
実
に
体
力
を
維
持

し
て
い
る
。

（
２
）
水
曜
登
山
…
週
１
回
、
近
く
の

山
を
中
心
に
山
行
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
約
４
年
継
続
し
て
い
る
が
、
参
加

者
は
確
実
に
登
山
力
を
つ
け
て
い
る
。

（
３
）
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
…

屋
台
骨
を
維
持
す
る
組
織
面
の
両
輪

が
、
高
齢
化
に
合
わ
せ
て
う
ま
く
回
る

よ
う
に
変
化
し
て
き
た
た
め
、
会
員
は

ほ
と
ん
ど
４０
名
前
後
で
変
化
は
な
い
け

れ
ど
、
山
行
の
参
加
者
は
増
加
し
て
き

て
い
る
。
そ
れ
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
長
年
継
続
し

て
い
る
。

　

４０
年
前
の
１
９
７
９
年
長
崎
県
諫
早

市
の
小
さ
な
ミ
カ
ン
畑
に
８
輪
の
オ
レ

ン
ジ
の
花
が
開
い
た
。
８
人
の
若
者
に

よ
る「
オ
レ
ン
ジ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」

の
誕
生
で
あ
る
。

　
「
ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
ま
で
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
優
れ
た
登
山

技
術
を
吸
収
し
「
一
流
の
会
」
を
目
指

す
意
気
込
み
に
燃
え
た
。そ
の
中
か
ら
、

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
頂
な
ど
高
所
・
高
峰

登
山
者
を
輩
出
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
と
と
も
に
山
行
の

在
り
方
も
変
わ
る
必
要
が
あ
り
、
誰
で

も
受
け
入
れ
、「
生
涯
登
山
」
を
奨す

す

め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
会
員
で
あ
っ
た
佐

原
満
子
さ
ん
は
９３
歳
ま
で
登
山
し
、
９４

歳
で
大
往
生
し
た
。
正
に「
生
涯
登
山
」

を
身
を
も
っ
て
示
し
て
く
れ
た
。

　

山
行
と
い
う
実
践
面
と
、
ク
ラ
ブ
の

労山をつなぐネットワーク

１8

高
齢
化
に
対
応
し
た
山
行
活
動
と
組
織
運
営
で

安
全
第
一
で
生
涯
登
山
を

会員数：43 名（40 〜 80 代）
会　費：月 700 円
　　　　入会金 1000 円

創　立：1979 年

例　会：専門部会（第 2 火曜日）
　　　　全体集会（第 4 水曜日）
　　　　運営委員会（不定期）

ジャンダルム基部をまく
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①
２
０
０
９
年
７
月
よ
り
開
始
し
た

（
ス
マ
ホ
で
も
検
索
可
能
）。
出
来
る

だ
け
簡
単
で
見
や
す
く
、
ク
ラ
ブ
の

イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
む
よ
う
構
成
し
て

い
る
。

②
内
容
（
山
行
写
真
、
お
れ
ん
じ

ニ
ュ
ー
ス
、
山
行
予
定
、
山
行
報
告
）

の
ア
ッ
プ
は
、
専
従
１
名
で
行
っ
て

い
る
。

　

当
会
は
会
員
獲
得
の
た
め
に
特
別

の
企
画
は
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
１０

年
間
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
約
３０
人
の
う
ち
入
会
２５
人
で
、

退
会
５
人
だ
っ
た
。
特
に
、
近
年
の

問
い
合
わ
せ
・
入
会
の
ほ
と
ん
ど
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
で
あ
り
、
そ
の

有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
オ
レ
ン
ジ
の
広
報
活
動
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
し
た
い
。

　
４
つ
の
専
門
部
を

　
中
心
と
し
た
山
行
活
動

　

現
在
、
当
会
に
は
事
務
局
と
４
つ

の
専
門
部
が
あ
り
、
そ
の
役
割
は
以

下
の
内
容
と
し
て
い
る
。

　

事
務
局
…
ク
ラ
ブ
全
体
の
取
り
ま

①
９
人
の
編
集
委
員
で
共
同
作
業
。

記
事
や
写
真
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
編
集

委
員
会
に
集
ま
る
の
で
、
編
集
委
員

は
各
自
担
当
分
の
ア
レ
ン
ジ
を
す
る

だ
け
。
山
行
ご
と
に
感
想
担
当
者
を

決
め
る
必
要
な
し
。
文
章
を
少
な
く
、

写
真
を
多
用
し
て
読
み
や
す
く
、
か
つ

内
容
は
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

②
編
集
委
員
は
９
年
前
よ
り
５
年
間
、

当
会
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
基
礎
か
ら

学
ん
だ
人
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

編
集
委
員
会
が
、
実
務
（
お
れ
ん
じ

ニ
ュ
ー
ス
作
成
）
を
兼
ね
た
パ
ソ
コ

ン
教
室
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
お
れ
ん
じ
Ｈ
Ｐ

事
故
時
、
車
や
ヘ
リ
の
来
る
と
こ
ろ

ま
で
、
出
来
る
だ
け
早
く
、
自
分
た

ち
の
手
で
救
助
し
て
安
全
に
搬
送
で

き
る
よ
う
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
懸
垂

下
降
、
搬
送
技
術
の
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
も
１０
年
間
、
毎
月
行
っ

て
い
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
積
極
的
に
情
報
発
信

　

地
域
の
登
山
愛
好
者
を
広
め
る
た

め
に
、
会
報
「
お
れ
ん
じ
ニ
ュ
ー
ス
」

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
見
や

す
い
内
容
で
公
開
し
て
い
る
。

（
１
）
お
れ
ん
じ
ニ
ュ
ー
ス

と
め
（
庶
務
、会
計
、お
れ
ん
じ
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
、
月
例
会
議
の
企
画
運
営

な
ど
）。
山
行
部
…
近
隣
の
山
、
九
州

の
山
を
主
と
し
た
山
行
の
企
画
と
実

行
。
技
術
研
修
部
…
登
山
技
術
の
向

上
（
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
、
岩
登
り
、

沢
登
り
、
雪
山
訓
練
な
ど
）、
近
隣
の

山
か
ら
日
本
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
企
画

と
実
行
。
自
然
保
護
部
…
誰
で
も
参

加
で
き
る
難
易
度
の
低
い
山
行
を
対

象
と
し
た
企
画
と
実
行
（
里
山
や
近

隣
の
史
跡
巡
り
な
ど
）。
ひ
ま
わ
り
山

行
部
…
元
々
は
余
暇
の
あ
る
人
達
の

た
め
里
山
歩
き
と
し
て
発
足
し
た
部

で
、
現
在
は
高
齢
化
に
対
応
し
た
企

画
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
、
ク
ラ
ブ
員
が
出
来
る

だ
け
自
立
し
て
行
え
る
よ
う
、
次
の

２
点
に
つ
い
て
実
行
し
て
い
る
。

（
１
）
各
部
の
山
行
計
画
の
具
体
化
は
、

各
部
内
の
各
員
持
ち
回
り
で
行
う
。

（
２
）計
画
書
作
成
は
地
図･

本･

ネ
ッ

ト･

下
見
等
を
基
に
進
め
、
最
終
的

に
は
部
の
責
任
に
お
い
て
承
認
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
立
が
促
進
さ
れ
る

と
同
時
に
、
責
任
が
一
人
に
押
し
付
け

ら
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

カウンターラッペル

後立山縦走
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　 参考タイム　　交通　　温泉　　問い合わせ　　地形図時 交 温 問 地

西峰からの桧沢岳（本峰）山頂と西斜面の ｢ ひとつばな（アカヤシオツツジ）｣

　

南
牧
村
に
あ
る
道
の
駅
「
オ
ア
シ

ス
南
牧
」
を
通
過
し
、
村
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
る
桧
沢
大
橋
を
上
野
村
方
面

に
渡
り
、
左
（
北
東
）
に
見
え
て
く

る
岩
山
が
桧
沢
岳
で
あ
る
。
大
倉
集

落
で
「
湯
の
沢
ト
ン
ネ
ル
」
に
は
向

か
わ
ず
、
旧
道
の
「
塩
の
沢
峠
」
方

向
に
入
る
。
車
の
場
合
は
大
森
橋
を

渡
っ
た
山
側
に
数
台
が
停
め
ら
れ
る
。

こ
の
先
の
登
山
口
に
も
3
台
く
ら
い

停
め
ら
れ
る
が
、こ
こ
は
住
民
の
方
々

の
許
可
を
得
た
ほ
う
が
良
い
。

　

登
山
道
は
登
山
口
駐
車
場
を
北
に

コ
ン
ク
リ
道
を
進
む
。
3
分
く
ら
い

で
放
棄
さ
れ
た
最
上
部
民
家
の
前
を

通
過
し
西
に
向
か
い
、
す
ぐ
に
北
の

杉
林
に
入
る
。
ジ
グ
ザ
グ
を
上
へ
、

西
に
進
む
と
広
葉
樹
林
に
か
わ
り
、

本
格
的
な
登
山
道
と
な
る
。
道
は
分

か
り
や
す
い
が
、
途
中
ト
ラ
バ
ー
ス

す
る
所
に
は
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
あ
り
、

左
側
が
急
斜
面
な
の
で
気
を
付
け
て

進
む
こ
と
。
尾
根
の
安
定
し
た
所
や

「
龍
徳
不
偉
天
」
石
碑
（
柱
）
は
西
峰

好
展
望
台
で
、
こ
こ
で
休
憩
す
る
の

が
良
い
。「
龍
徳
不
偉
天
」
か
ら
5
分

ほ
ど
進
む
と
岩
場
の
コ
ル
に
出
る
。

　

ま
ず
は
西
峰
へ
行
っ
て
み
よ
う
。

フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
が
気
を
付

け
て
登
ろ
う
。
西
峰
山
頂
は
広
く
て
大

変
展
望
の
良
い
所
で
、
浅
間
山
を
は
じ

め
西
上
州
の
山
々
が
一
望
の
も
と
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
の
桧
沢
岳
山
頂
西
斜
面

は
、「
ひ
と
つ
ば
な
」
が
咲
く
花
の
季

節
に
登
れ
ば
、
よ
り
感
激
が
増
す
こ
と

で
あ
ろ
う
。
山
頂
へ
は
一
旦
コ
ル
に
戻

る
。
コ
ル
か
ら
山
頂
へ
の
岩
場
は
大
変

危
険
で
、
過
去
に
事
故
も
起
き
て
い
る

の
で
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ロ
ー
プ
を
使
い
、
ゆ
っ
く
り
登
ろ
う
。

　

帰
路
は
桧
沢
岳
山
頂
を
北
東
に
下

り
、
廻
り
込
ん
だ
所
に
神
社
が
あ
る
。

神
社
前
を
西
に
進
み
、
左
に
ゆ
っ
く
り

慎
重
に
降
り
、
ほ
ん
の
少
し
登
っ
た
岩

場
か
ら
振
り
返
る
山
頂
は
見
応
え
あ
る

景
色
で
あ
る
。
す
ぐ
に
尾
根
道
か
ら
岩

場
下
の
下
降
路
と
な
り
、
ジ
グ
ザ
グ
に

下
る
と
沢
を
渡
渉
す
る
。
渡
っ
た
所
は

休
憩
に
最
適
地
で
、
短
く
も
満
足
の
い

く
山
行
を
振
り
返
る
の
が
お
勧
め
だ
。

す
ぐ
前
に
あ
る
林
道
を
下
れ
ば
大
森
橋

に
着
く
。

桧
ひ

沢
さ わ

岳
だ け

群　馬

花と紅葉が素晴らしい隠れた名山
小粒ながらもピリッとした
スリルのある山
やまなみ／群馬   

島田恭司

時

交

温

問
地

大森橋＞ 15 分＞根草登山口＞ 60 分＞コル＞ 5 分＞西峰
＞ 5 分＞コル＞ 10 分＞桧沢岳山頂＞ 15 分＞桧沢岳神社
＞ 50 分＞沢＞ 15 分＞大森橋
車を利用しないとかなり不便である。①自家用車：道の駅

「オアシス南牧」から大森橋まで約 15 分。②自家用車以外：
下仁田からタクシーで約 30 分。
南牧村には温泉はなく、上野村に ｢ やまびこ荘 ｣、下仁田
町に ｢ 荒船の湯 ｣ がある。
南牧村役場　0274-87-2011
神ヶ原・十石峠

桧沢岳1133
西峰

コル

渡渉
登山口

大森橋

至 湯の沢トンネル

至 「オアシス南牧」

県道45号線

桧沢川
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白中黒峰
石井光造

　

四
月
の
残
雪
の
山
と
い
う
と
、
底
雪
崩

で
白
い
着
物
を
脱
い
で
、
黒
々
と
し
た
肌

を
見
せ
た
峰
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
底
雪

崩
は
早
け
れ
ば
三
月
に
も
起
こ
る
が
、
私

の
山
々
で
は
四
月
が
多
か
っ
た
気
が
す

る
。

　

こ
ん
な
山
で
最
初
に
心
に
残
っ
た
の

は
、
会
津
の
奥
に
位
置
す
る
城
郭
朝
日
山

で
あ
っ
た
。
檜
枝
岐
の
手
前
、
小
立
岩

か
ら
雪
尾
根
に
取
り
付
き
、
山
毛
欅
沢

山
・
小
手
沢
山
の
雪せ

っ
ぴ庇

を
眺
め
て
恵
羅
窪

山
へ
、
真
っ
白
な
稜
線
の
先
に
黒
々
と
し

た
峰
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。
わ
ず
か

千
五
百
m
に
満
た
な
い
山
の
姿
と
は
思
え

な
か
っ
た
（
右
写
真
）。

　

も
う
一
つ
は
、
四
月
初
め
に
行
っ
た
時

に
は
、
ま
さ
に
底
雪
崩
の
シ
ー
ズ
ン
、
諦

め
て
下
旬
に
登
り
に
行
っ
た
。
小
出
の
奥

の
三
ツ
又
ま
で
だ
っ
た
タ
ク
シ
ー
も
林
道

深
く
入
れ
た
。
雪
崩
の
デ
ブ
リ
を
越
え
て

登
り
切
っ
た
明
神
山
は
池
も
深
い
雪
の

下
で
白
い
尾
根
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
先

に
黒
い
富
士
山
型
の
峰
が
お
い
で
お
い
で

を
し
て
い
る
よ
う
に
立
っ
て
い
た
（
左
写

真
）。
ま
さ
か
九
七
五
m
の
大
倉
山
と
は
。

下
山
し
て
泊
ま
っ
た
中
子
沢
温
泉
が
な
く

な
っ
た
の
は
残
念
至
極
で
あ
る
。

vol.87

「明暗」は隣できまる
「春の妙義山」昼間の様子（右）。夕方は日が沈み、
山が暗くなります。同じ作品で色だけ変えました。

ものの明るさは、その隣のもので決まります。目は「光」の調節をして、暗いところでも明るく見えます。
明るいところでは日影になると真っ暗に見えますが、「光の中の影」と「影の中の光」が理解できると、
より素晴らしい作品になります。

39



山の基礎装備
薄手の手袋

　

薄
手
の
手
袋
ほ
ど
一
年
を
通
じ
て

重
宝
す
る
も
の
は
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
期
は
、
低
山
ハ
イ
ク
か
ら
厳
し

い
高
山
で
は
イ
ン
ナ
ー
用
と
し
て
、

真
夏
に
お
い
て
も
、
ア
ル
プ
ス
級

の
山
で
、
ち
ょ
い
と
寒
い
時
な
ん
か

に
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
し
、
春

の
残
雪
の
山
や
秋
口
な
ん
か
も
必
ず

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
、
女
性
で
は

日
焼
け
防
止
な
ん
て
利
用
も
あ
る

し
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
使
用
時
に
マ

メ
予
防
と
か
グ
リ
ッ
プ
力
を
高
め
る

た
め
に
使
っ
て
い
る
方
々
も
お
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

山
道
具
屋
さ
ん
で
は
乾
き
が
早

く
、
そ
こ
そ
こ
暖
か
い
す
ぐ
れ
物
は

当
然
あ
り
ま
す
。
が
、
私
は
た
ま
た

ま
手
袋
を
持
っ
て
く
る
の
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
寒
い
時
期
の
低
山
ハ
イ
ク

で
「
グ
ロ
ー
ブ
な
き
ゃ
、
こ
り
ゃ
寒

い
よ
な
あ
～
」
と
い
う
時
に
「
そ
う

だ
コ
ン
ビ
ニ
で
な
ん
か
売
っ
て
た
よ

な
！
」
と
入
っ
た
店
で
、
安
く
て
グ

リ
ッ
プ
力
が
高
い
手
袋
を
購
入
で
き

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。そ
れ
以
来
、時
々

コ
ン
ビ
ニ
に
入
っ
て
は
手
袋
を
物
色

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
気
に
入
っ
た
物
に

当
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
々

シ
ー
ズ
ン
に
は
先
に
述
べ
た
グ
リ
ッ

プ
力
の
あ
る
物
を
…
前
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
そ
こ
そ
こ
の
グ
リ
ッ
プ
力
（
滑

り
止
め
）
が
あ
る
上
に
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
対
応
の
物
を
ゲ
ッ
ト
し
て
、
た
い

て
い
の
山
行
に
持
ち
歩
い
て
い
る
ば

か
り
か
、
山
で
は
な
い
寒
い
時
期
の

普
通
の
お
出
か
け
に
も
ほ
と
ん
ど
携

行
し
て
い
た
ん
で
す
。

　

安
さ
爆
発
！　

更
に
驚
き
は
１
０

０
円
シ
ョ
ッ
プ
に
も
各
種
グ
ロ
ー
ブ

が
あ
り
、
山
で
使
え
そ
う
な
も
の
も

あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
た
だ
し
、
安
物

買
い
の
何
と
か
…
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

通
り
で
す
。

①
必
ず
試
着
を
す
る
こ
と
！　

自
分

の
手
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か
、

ま
た
縫
製
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
か

確
認
す
る
。

②
素
材
を
見
る
こ
と
！　

コ
ッ
ト
ン

は
Ｎ
Ｇ
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
か
ナ
イ
ロ

ン
が
ベ
タ
ー
。
ウ
ー
ル
が
ベ
ス
ト
だ

が
、
低
価
格
で
は
ま
ず
な
い
。
ア
ク

リ
ル
は
乾
き
の
点
で
イ
マ
イ
チ
で

す
。

　

な
お
、違
い
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、

道
具
屋
さ
ん
で
の
購
入
を
オ
ス
ス
メ

し
ま
す
。
最
後
に
、
自
分
に
も
言
い

聞
か
せ
た
こ
と
で
す
が
、
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
あ
れ
も
こ
れ
も

と
余
計
な
も
の
を
つ
い
つ
い
買
っ

ち
ゃ
う
ん
だ
よ
な
～
。

219

元カモシカスポーツ本店店長

お高めだが、素晴らし
いフィット感にグリッ
プ力、タッチパネル対
応のストレッチゴア製
だ。￥6,900「うーん、
ほしいがムリ！」

今年 2 月 11 日に静岡で撮影した河津桜です。奥の山は
河津城山（181m）。河津駅から歩いて 30 〜 40 分で登
頂可能な上、山頂手前の広場で花見ができるし、見下ろ
すと河津川沿いのピンク色の帯もきれい。来年の 2 月中
〜下旬に行ってみて。

コットン製は普通の山には不向きだが、丸
く切り抜いた手袋は、ポリエステルやナイ
ロン製なので山でも使えそうだ。なんで
100 円なんかで売れるんだろう。暇な時に
見るだけで楽しいかもね。

左 が 先 々 シ ー ズ ン、
右が先シーズンに購
入したお気に入りの
グローブ。安いから
どんどん使っても気
にならない。

山道具屋さんのすぐれもの
「エクストリミティーズ・シロッコグローブ」

100 円ショップの手袋コーナー

コンビニ入手のグローブ

春は桜だ！
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